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長森丘陵全景
平成１４年９月１０日撮影

上：北西方上空より鳥瞰する
長森丘陵西端部には復元された
外郭西門とこれに取り付く
材木塀が見られる
下：北方上空より望む
第１２１次調査区は写真中央、
丘陵西側の北向き緩斜面部にあたる

（２枚：秋田県埋蔵文化財センター提供）



鍛冶工房跡（北→）
鍛冶炉・掘立柱建物跡・足入れ穴（土坑）・金床石がセットで検出

第２段整地面調査風景（東→）
竪穴住居跡と掘立柱建物跡が狭い範囲内で重複する
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序

国指定史跡払田柵跡は、管理団体である仙北町による環境整備
も順調に進捗し、遺跡を訪れる方々も年とともに増加しているこ
とは喜びに堪えないところであります。
平成１４年度の調査は、第６次５年計画の４年度にあたり、長森
丘陵部北西側を第１２１次調査として実施しました。
調査の結果、古代において整地した平坦面上に、鉄と銅に関連
する生産施設が発見されました。鉄生産では鍛冶炉と掘立柱建物
跡・足入れ穴・金床石がセットとして検出されました。また隣接
する箇所には、銅鋳造を想起させる坩堝・銅滓が見つかり、溶解
炉体を構成した可能性のある�（レンガ）も竪穴状遺構内から出
土しました。更に東側区域では竪穴状遺構や掘立柱建物群が確認
され、鍛冶・鋳造に携わった工人らの工房や工人を管理する役人
の詰所的な施設であった可能性が考えられます。
また沖積地面では外郭北西部側の材木塀跡やこれに並行する溝
跡なども検出されました。
本書は以上のような今年度の調査成果、並びに事務所の普及・
関連活動の成果を収録したもので、古代城柵官衙遺跡の研究上、
資するところが大きいと考えますので、御活用いただければ幸い
と存じます。
最後に、調査並びに本書作成にあたって御指導・御助言を賜り
ました、文化庁、宮城県多賀城跡調査研究所、東北歴史博物館、
秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所に心から感謝申し上げると
ともに、史跡管理団体である仙北町・仙北町教育委員会、千畑町・
千畑町教育委員会の御協力に対し、心から厚く御礼申し上げま
す。

平成１５年３月

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所 長 芳 賀 誠



例 言

１ 本書は秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が平成１４年度に実施した、払田柵跡第１２１次調査及び調

査成果の普及と関連活動の成果を収録したものである。

２ 発掘調査並びに本年報作成にあたり、当事務所の顧問である秋田大学名誉教授・秋田県立博物館

名誉館長新野直吉氏、国立歴史民俗博物館名誉教授・東北歴史博物館館長岡田茂弘氏から御指導い

ただいた。また次の方々より御教示を得た。記して謝意を表する。 （順不同・敬称略）

熊田亮介（秋田大学教育文化学部） 井上喜久男（愛知県立陶磁資料館） 穴澤義功（たたら研究

会） 山口博之・高桑弘美（山形県埋蔵文化財センター） 八重樫忠郎（平泉町世界遺産推進室）

三上喜孝（山形大学人文学部） 北野博司・村木志伸（東北芸術工科大学歴史遺産学科） 小山内

透（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター） 小西秀典・山崎文幸（仙北町教育委員会） 山

形博康（千畑町教育委員会） 王 勇（甘粛省博物館歴史部） 趙雪野（甘粛省文物考古研究所）

秋田県埋蔵文化財センター

３ 遺構等の実測図は国土調査法第Ⅹ座標系を基準に作成した。実測図・地形図中の方位は座標系を

示し、磁北はこれよりＮ７°３０′００″Ｗであり、真北はＮ０°１０′５８″Ｅである。詳細は払田柵跡

調査事務所年報１９７７『払田柵跡－第１１・１２次発掘調査概要－』（１９７８年）を参照いただきたい。

４ 本書の作成・編集は当事務所学芸主事兼調査班長 高橋 学が行った。

凡 例

１ 土色の記載については、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖 １９９７年版』を参考にした。

２ 掘立柱建物を構成する柱掘形には、北東隅柱を起点として時計回りにＰ１、Ｐ２、Ｐ３・・・と

順に番号を付した。なお“Ｐ”とは柱掘形の略記号であるＳＫＰから採ったものであり、本文中で

表記する“建物跡”は、“掘立柱建物跡”を指す。

３ 遺構には下記の略記号を使用した。

ＳＢ 掘立柱建物跡 ＳＩ 竪穴住居跡 ＳＫ 土坑 ＳＫＩ竪穴状遺構

ＳＫＰ 柱掘形・柱穴 ＳＡ 柱列・板塀跡 ＳＤ 空堀・溝跡 ＳＭ 道路状遺構・轍跡

ＳＮ 焼土遺構 ＳＷ 炭窯跡 ＳＳ 製鉄関連遺構（鍛冶炉）

４ 坏形土器の計測基準は下図のとおりである。
Ａ

Ａ：口径 Ｂ：底径

Ｃ：器高 Ｄ：外傾度

底径指数：ＢＡ 高径指数：ＣＡ×１００Ｃ

黒色処理Ｄ

Ｂ
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第１章 はじめに

払田柵跡は秋田県仙北郡仙北町払田・千畑町本堂城回にある。遺跡は雄物川の中流域に近く、大曲

市の東方約６㎞、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる真山・長森の丘

陵を中心として、北側を川口川・矢島川（烏川）、南側を丸子川（鞠子川）によって挟まれた沖積低

地に立地する。

遺跡解明は、明治３５・３６年（１９０２・１９０３）の千屋村坂本理一郎による溝渠開削の際や、明治３９年

（１９０６）頃から開始された高梨村（現仙北町）耕地整理事業の際に発見された埋もれ木が、地元の後

藤宙外・藤井東一らの努力によって歴史的遺産と理解されたのが端緒となった。

昭和５年（１９３０）３月に至り、後藤宙外が中心となって高梨村が調査を実施し、さらに同年１０月、

文部省嘱託上田三平によって学術調査が行われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、

昭和６年（１９３１）３月３０日付けで秋田県最初の国指定史跡となり、昭和６３年（１９８８）６月２９日付けで

史跡の追加指定がなされて現在に至っている。史跡指定面積は８９４，６００㎡である。

昭和４０年代に入り、史跡指定地域内外の総合整備パイロット事業等の計画が立案された。そこで秋

田県教育委員会は地元仙北町と協議の上、この重要遺跡を保護するための基礎調査を実施して、遺跡

の実体を把握することを目的に昭和４９年（１９７４）、現地に「秋田県払田柵跡調査事務所」を設置し、

本格的な発掘調査を開始した（昭和６１年（１９８６）４月、「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称）。

幸い、地元管理団体仙北町および地域の人々の深い理解により、史跡指定地内は開発計画から除外さ

れた。

史跡は長森・真山を囲む外柵と、長森を囲む外郭線からなる。長森丘陵中央部には政庁がある。政

庁は板塀で区画され、正殿・東脇殿・西脇殿や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物に

はⅠ～Ⅴ期の変遷があり、創建は９世紀初頭、終末は１０世紀後半である。政庁の調査成果は報告書『払

田柵跡Ⅰ－政庁跡－』（昭和６０年３月）として公刊した。

一方、区画施設である外柵は東西１，３７０ｍ、南北７８０ｍの長楕円形で、標高３２～３７ｍ、総延長３，６００

ｍ、外柵によって囲まれる遺跡の総面積は約８７８，０００㎡である。外柵は１時期の造営で杉角材による

材木塀が一列に並び、東西南北に八脚門が開く。外郭は、東西７６５ｍ、南北３２０ｍの長楕円形で、面積

約１６３，０００㎡、最高地は標高５３ｍである。外郭線の延長は約１，７６０ｍで石塁、築地塀（東・西・南の山

麓）と材木塀が連なり、東西南北に八脚門を配する。外郭線は全体に４時期にわたる造営が認められ

る。なお外柵・外郭は、従来それぞれ外郭線・内郭と呼称していたが、これまでの調査成果を踏まえ、

平成７年（１９９５）から呼び替えたものである。これら区画施設の調査成果は報告書『払田柵跡Ⅱ－区

画施設－』（平成１１年３月）として公刊した。

出土品には、須恵器・土師器・瓦・緑釉陶器・灰釉陶器・青磁（越州窯系）などのほか、斎串・曲

物・挽物・鋤・楔などの木製品、漆紙文書・木簡・墨書土器・箆書土器などの文字資料がある。木簡

は昨年度までに８８点確認しており、「飽海郡少隊長解申請」「十火大粮二石二斗八升」「嘉祥二年正月

十日」などと記された文書・貢進用木簡があり、「別當子弟」「狄藻」などの文字もある。墨書・箆書

土器は４８０点以上出土・採集されており、「大津郷」「鷹空上」「懺悔」「小勝」「出羽」「音丸」「厨家」

－１－



「厨」「官」「舎」「館」「千」「主」「長」「酒」などの文字が認められる。

管理団体である仙北町は、昭和５４年（１９７９）から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い

上げ事業をすすめており、昭和５７年（１９８２）からは調査成果に基づいて環境整備事業を実施している。

さらに平成３年（１９９１）から「ふるさと歴史の広場」事業により、外柵南門や大路東建物、河川跡・

橋梁の復元整備、ガイダンス施設（払田柵総合案内所）の設置などを実施し、更に平成７年（１９９５）

からは「ふれあいの史跡公園」事業により、政庁東方の官衙建物の整備などを実施した。平成１１年

（１９９９）には外郭西門の門柱及びこれに取り付く材木塀の復元整備を、本年度は外郭北門周辺の盛土

整地を実施している。

なお、平成１３年度までに実施した過去２８年間の発掘調査面積は、秋田県埋蔵文化財センター

（第１０２次）・仙北町・千畑町調査分を含め４８，８５６㎡であり、遺跡総面積のうちの５．５％にあたる。

第１表 払田柵跡周辺の主な古代・中世遺跡一覧
地図番号 遺跡名 所在地 備 考 文献
５３－２ 繁昌Ⅰ遺跡 仙北町高梨 遺物包含地（木製品）：古代 １
５３－３ 繁昌Ⅱ遺跡 仙北町高梨 遺物包含地（土師器・須恵器） １
５３－４ 上高梨遺跡 仙北町高梨 遺物包含地（須恵器） １
５３－５ 堀田城跡 仙北町払田 真山を利用した中世城館 ２
５３－６ 境田城跡 仙北町払田 中世城館：天正１８年破却 ２
５３－７ 杉ノ下Ι遺跡 仙北町横堀 遺物包含地（須恵器） １
５３－９ 鍛冶屋敷遺跡 仙北町板見内 遺物包含地（土師器・須恵器） １
５３－１３ 四十八遺跡 仙北町上野田 遺物包含地（土師器・須恵器） １
５３－１４ 中村遺跡 仙北町上野田 遺物包含地（土師器・須恵器） １
５３－１８ 弥兵谷地遺跡 仙北町板見内 遺物包含地（須恵器） １
５３－１９ 一ツ森遺跡 仙北町板見内 遺物包含地（須恵器系中世陶器） １
５３－２５ 田ノ尻遺跡 仙北町払田 遺物包含地（土師器・須恵器） １
５４－２ 本堂城跡 千畑町本堂城回 中世城館：戦国期本堂氏の居館 ２
５４－３ 厨川谷地遺跡 千畑町土崎 埋蔵銭出土地（大正４年） ３

古代祭祀遺跡、２００１年発掘調査
５４－４ 中屋敷Ι遺跡 千畑町土崎 寺院跡 １
５４－５ 中屋敷Ⅱ遺跡 千畑町土崎 古代集落跡、２００２年発掘調査
５４－１４ 内村遺跡 千畑町千屋 古代集落跡、１９８０年発掘調査 ４
５４－２７ 厨川谷地Ⅱ遺跡 千畑町土崎 中世以降？、２０００年新発見
５４－２８ 厨川谷地Ⅲ遺跡 千畑町土崎 古代、２００１年新発見
５４－２９ 下中村遺跡 千畑町土崎 古代、２００２年新発見、墨書土器出土
５４－３０ 飛沢尻遺跡 千畑町土崎 古代、２００２年新発見、墨書土器・和鏡出土
５４－３１ 下飛沢遺跡 千畑町土崎 古代、２００２年新発見
５４－３２ 上飛沢遺跡 千畑町土崎 古代、２００２年新発見
５４－３３ 上館遺跡 千畑町土崎 中近世城館か、２００２年新発見
文献 １ 秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図（県南版）』１９８７（昭和６２年）／２ 秋田県教育委員会『秋田県
の中世城館』１９８１（昭和５６年）／３ 千畑町「古銭発掘由来記」『千畑町郷土史』１９８６ （昭和６１年）／４ 秋
田県教育委員会『内村遺跡』１９８１（昭和５６年）／地図番号は、文献１の地図番号に対応する

払田柵跡調査事務所年報２００２
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第２章 調査計画と実績

払田柵跡の調査は「払田柵跡調査要項」に基づき、５年計画を起案し、調査顧問の指導と助言を受

け継続実施している。平成１１年度から１５年度の調査は、「払田柵跡発掘調査第６次５年計画」として

調査顧問の承認を得ており、本年度はその第４年度にあたる。

事業費については、国庫補助金の内示（総経費１，６００万円のうち、国庫補助金８００万円）を得たので、

次のような「平成１４年度払田柵跡調査計画（案）」を立案した。

第１２１調査は、外郭西門東部地域の遺構分布確認調査である。外郭西門の北東側は北向き斜面とな

るが、昨年度までの調査により、ここに複数の整地層が形成されていることが判明した。整地層面に

は鍛冶関係の遺構が認められたが、関連するであろう建物や竪穴などの様相が不明確であった。そこ

で本次調査では、整地層面での遺構の分布状況の確認と、帰属時期を特定すべく計画を立案した。

第１２２次調査は、政庁域西方の推定官衙域の調査である。昨年度までの調査によって、南北棟の建

物やこれに付随する板塀跡が配置されるが、政庁域東側の遺構群と比して、その分布は希薄である。

従って過年度調査区の北側にトレンチを設定することにより、建物等の有無及び広がりを把握するた

めに計画を立案した。

平成１４年度の調査の実績は第３表のとおりである。

本年度の調査は、結果的に第１２１次のみとなった。これは本次調査区が中世及び古代の複数の遺構

確認面をもつこと、加えて遺構の重複、遺構底面までの深度（土量の多さ）・遺物量、遺物包含層の

厚さなど、当初予想以上の作業量となり、第１２２次調査区に着手することができなかったことによる。

第３表 調査実績表

調査次数 調 査 地 区 調 査 内 容 調 査 面 積 調 査 期 間

第１２１次 外 郭 西 部

（仙北町払田字長森）

外郭西門東部地域

の遺構分布調査

９１０㎡ ６月３日～

１１月２９日

合 計 １ 地 区 ９１０㎡

第２表 調査計画表

調査次数 調 査 地 区 調 査 内 容 調 査 面 積 調 査 期 間

第１２１次 外 郭 西 部

（仙北町払田字長森）

外郭西門東部地域

の遺構分布調査

５００㎡ ５月７日～

７月３１日

第１２２次 外 郭 西 部

（仙北町払田字長森）

政庁西方の推定官

衙域の調査

５００㎡ ８月１日～

１０月４日

合 計 ２ 地 区 １，０００㎡
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第３章 第１２１次調査の概要

第１節 調査経過

第１２１次調査の経過等を発掘調査日誌の記述から抜粋する。なお記述後に判明した事項は《 》内

に追記する。

６月３日、本日より調査を開始。調査事務所で所長の挨拶、作業員説明会などを実施した。午後か

ら作業員休憩用と機材収納用のテント２張りを現地に設営した。４日、調査区周辺の安全対策（看板

設置、ロープによる調査区域の表示等）を実施する。５日からはトレンチ設定準備として、対象区域

の雑木伐採・下草除去を行う。７日には３本のトレンチ（Ｍ・Ｎ・Ｏ）を設定する。１０日よりトレン

チ内粗掘りを開始する。Ｍトレンチ表土除去と並行して昨年度設定したＫトレンチにも作業員を振り

分ける。１９日、Ｋトレンチの第Ⅱ層面下で焼土遺構を２基確認する。同日、Ｎトレンチ、２０日にはＯ

トレンチの表土除去にも着手。２１日、Ｋトレンチの第Ⅲ層面で獣の歯らしき遺物が出土する。２４日～

２７日にかけて図面・写真撮影の後、取り上げる《調査後の分析で馬歯と断定》。２７日、新たにＰトレ

ンチを設定し、表土除去に入る。２８日、Ｐトレンチ表土下で２本の並行する溝と硬化面を確認する。

近代の道路跡か《近代の馬車轍跡と推定》。Ｍ１トレンチで検出した焼土遺構内より炭化米が出土す

る《ＳＩ１４０１カマドＡ》。

７月１日、Ｎトレンチを完掘する。轍跡以外の遺構はなかった。４日、Ｏトレンチの西側にＱトレ

ンチを設定し表土除去に入る。５日、Ｑトレンチ内より鉄滓が出土する。１２日、昨年度設定し一部遺

構確認していたＪ１トレンチ北部を再調査する。２９日、Ｒ・Ｓトレンチを設定し掘り下げに入る。Ｓ

トレンチでは鍛冶炉らしき遺構が見つかる（ＳＸ１３９４）。３０日、鍛冶炉は２基ありそうで、周辺から

鉄滓・羽口と銅滓も出土した。３１日、Ｓトレンチ・鍛冶炉の周りに上屋が伴うようである。同日は、

市町村埋蔵文化財担当職員の現場実習が行われた。

８月６日、Ｋトレンチ北部で外郭材木塀跡を確認する。角材は３時期か《全４時期のうち、Ｂ期の

み抜き取られていた》。２０日、お盆休み明けの初日。Ｋトレンチの遺構確認作業に入る。材木塀の南

側の溝（ＳＤ１３９５）内には火山灰がブロック状に入っていた。２８日、ＳＤ１３９５で栗材と思われる柱が

打ち込まれた状態で検出される。写真撮影と図面作成を行う。

９月２日、Ｍ２トレンチは検出遺構が少なく、地山面まで掘り下げを完了する。３日、Ｐトレンチ

では竪穴・建物掘形・土坑など多くのプランが、焼土・火山灰などと絡み、ぼんやりと見え出す。９

日、Ｐトレンチの精査を続けるが、未だに建物としての組み合わせは不明。ただ焼土・火山灰を前後

する時期の掘形が存在する。１２日、Ｐトレンチ西端で溝状遺構を検出。中世の空堀か《ＳＤ８７７》。Ｒ

トレンチで方形プランの遺構を確認《ＳＫＩ１４１６》。上面が貼床状に堅く締まる。１３日、Ｒトレンチ

北東部で碁石出土。近世の轍跡と重複する位置にあたり、古代かそれ以降か不明。Ｐトレンチの建物

掘形など確認面での全体写真撮影を行う。１９日、払田柵跡周辺で稲刈りが始まる。Ｐトレンチ内の焼

土遺構の一つ（ＳＮ１３９１）は、カマドの火床面の可能性が出てきた。土師器甕を倒立させ支脚として

いる。２４日、Ｑ・Ｏトレンチの方形プランをＳＩ１４３０として掘り下げる《ＳＫＩ１４３０》。堆積土中に
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は、焼けた礫や�が見られる。２５日、Ｐ・Ｊ１トレンチで確認した掘形等の平面プラン図を作成する。

２７日、ＳＩ１４３０は堅い床面が検出されたが、貼床をもつ床面もあり、複数の竪穴であった可能性が出

てきた《最終的に４竪穴の重複》。３０日、Ｏトレンチ・ＳＩ１４３１を切る溝《同住居カマド煙道部であっ

た》上から完形の須恵器壺が出土。意図的に置かれたものか。

１０月１日、Ｓトレンチで３基目の鍛冶炉を確認。周辺から鍛造剥片が出土。２日、ＳＩ１４３１の平面

図作成に入る。４日、現場テントの眼前・真山北東側で落雷あり、杉の木を直撃する。８日、本年度

の調査を現在行っている第１２１次調査のみに専念することで関係機関及び顧問の了解を得る。Ｐトレ

ンチの南にＴトレンチを設定する。Ｐ・Ｍ１トレンチのＳＩ１４０１遺物出土状況の図面を作成し、取り

上げる。９日、Ｋトレンチ最北端で溝（ＳＤ１４４６）を確認。材木塀と同一方向となる。Ｕトレンチを

設定し、掘り下げに入る。１７日、現況での調査区全体写真撮影を行う。１８日、Ｓトレンチ土坑内より

金床石出土。２１日、遺跡見学会に向けての環境整備を開始する。２３日、Ｐトレンチ南側壁面の土層断

面図を作成する。３１日、第５５回顧問会議開催。調査現場を見て頂き、指導を仰いだ。竪穴内出土の�

が溶解炉・炉体の可能性があるとの指導を得た。

１１月２日、遺跡見学会を開催する。初雪が舞う日となったが、県内はもとより青森・岩手・山形か

ら見学者が訪れた。５日より一部のトレンチ埋め戻しに入る。同時に補足調査と図面作成を断続的に

行う。１２日、見学会以降雨天が続き、当初予定の２０日には調査終了できない可能性が出てきた。１４～

１８日までは積雪のため埋め戻しを含む一切の調査が全くできなかった。このため調査終了日を２９日と

することにした。１９日から埋め戻しと補足調査を再開する。２７日には現地で作成図面の最終チェック

を実施する。２８日は埋め戻しに専念して、２９日にテント、機材の撤収・後かたづけを行い、本年度の

野外調査を終了した。

第２節 検出遺構と遺物

１ 調査区の立地と基本層序
第１２１次調査地は、外郭西門の北東側に位置し、長森丘陵西側の北向き斜面から一部は沖積地に及

ぶ。ここは昨年度第１１９次調査区の東・北側に隣接する。調査区での標高は、丘陵部斜面中位で４３ｍ、

丘陵北端部で３６ｍ、さらに北側の沖積地は３５ｍである。現況はかつて杉林・雑木林であったところを

１０数年前に伐採しているが、その後手が加えられておらず、下草や低木等で鬱蒼たる藪となっていた。

調査区のトレンチ設定及び遺構精査については、次のような方針で臨んだ。

①第１１９次調査区の隣接地にトレンチを設定して遺構の確認調査をする。

②本区域は３年連続で隣接地を調査しており、調査の状況によっては面的な拡張も視野に入れる。

③第１１９次調査で確認した整地層と鍛冶関連遺構（鍛冶炉・掘立柱建物跡・竪穴等）の関係・配置

等について見極める。

上記の方針に従い、最終的に設定したトレンチは、計９本（Ｍ～Ｕトレンチ）となった。その他に

昨年度設定し、第Ⅰ層のみを掘り下げていたＫトレンチも対象とした。また昨年度Ｉ１・Ｊ１トレン

チの一部（北端部）も再調査の形となった。設定したトレンチの配置は、付図の通りである。
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調査区の基本層序は、Ｕトレンチ・西側壁面で観察した。（第７図土層図参照）

第Ⅰ層：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）表土、植物根が多くブカブカしている。層厚は５～１０㎝。

第Ⅱ層：極暗褐色シルト質土（７．５ＹＲ２／３）部分的に炭化物が混入する。層厚１０㎝前後。

第Ⅲ層：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３～２／２）炭化物を少量含む。層厚２０㎝前後。同層は下位ほど

土壌の明度がやや高くなり、観察箇所によりⅢａ層：黒褐色土（１０ＹＲ２／３）Ⅲｂ層：黒

褐色土（１０ＹＲ２／２）となる。

第Ⅳ層：にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４／３）地山漸移層、層厚１０㎝前後。

第Ⅴ層：黄褐色土（１０ＹＲ５／６）地山土

昨年度の調査により、第Ⅱ層と第Ⅲ層の間に整地（盛土）層が形成されていたことが判明している

が、本次・Ｍ２トレンチにおいて、これを追認した。整地層の状況は第２８図中で説明する。なお、調

査区内を東西に走る現道南側では、近代以降の削平を受け、表土層下が第Ⅳ層あるいは第Ⅴ層となる

箇所が存在する。

当該地域では、過去の事例を参照にすると、概ね第Ⅱ層面で確認される遺構が中世となり、整地層

並びに第Ⅲ層中では古代、第Ⅳ層まで掘り下げると縄文時代の遺構が検出される。

本調査において検出した遺構と出土遺物は、下記の通りであり、次項より古代、中世、縄文時代、

近代の順で概略を報告する。なお今次調査で新規に付した遺構番号は、１３８７～１４８０であり、１３８６以前

の番号は、昨年度までに登録していた番号となる。

【古 代】掘立柱建物跡２１棟、竪穴住居跡３軒、竪穴状遺構７基、鍛冶炉６基、炭窯跡１基、焼土遺

構１２基、土坑２９基、溝跡１０条、柱穴列４列、材木塀跡１列

《遺物》須恵器・土師器・瓦・木製品・鉄製品・石製品・土製品・炭化米 等

【中 世】空堀跡１条、竪穴状遺構２基、土坑３基、道路状遺構１条

《遺物》須恵器系・瓷器系陶器、青磁・白磁

【縄 文】溝状遺構（陥し穴）７基 《遺物》縄文土器、石製品、石鏃・剥片

【近 代】馬車轍跡

２ 古代の検出遺構と遺物
昨年度の調査及び本年度の追跡調査により、長森丘陵部西側北向き斜面において、古代整地層（面）

の存在が明確となった。本項では、まず各整地面に名称を付した上で、その概要を記す。次に各整地

面単位での検出遺構と出土遺物を明示する構成としたい。

【第１段整地面】

最上段の整地面、斜面中位に位置する。標高は４２～４３．５ｍ。視覚的には幅７ｍ前後の平坦面となる

が、標高４３．５ｍライン上に沿わせるように各施設（竪穴・土坑・溝等）を構築・配置した結果、段状

の地形が現れ出たと解することができる。整地面・遺構の構築時期は、十和田ａ火山灰降下前、９世

紀代に収まる。

【第２段整地面】

第１段整地面の下段に位置する。標高は４０～４１ｍ、上位段との差は漸移的だが５０～７０㎝程度である。

整地面の幅は１４ｍ程となり、構築される遺構数も非常に多い。ただ東側域では、中世以降現代に至る
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第３図 第１・２段整地面検出遺構配置図
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Ｍ２トレンチ Ｍ１トレンチ
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まで、削平等の土地改変を受けており、東西に走る現道は、本段の北端に沿うように作られる。整地

面・遺構の構築時期は、十和田ａ火山灰を挟む前後の時期、９世紀後半から１０世紀前半代までか。

【第３段整地面】

第２段整地面の下段に位置する。標高は約３９ｍ、上位段（現道面）との差は約４０㎝。その幅は５～

７ｍ程となり、確認された遺構は少ない。なお本段北端部には、中世の空堀（ＳＤ８７７・１３１９）が東

西に構築される。

【第４段整地面】

第３段整地面の下段に位置する。標高は約３８ｍ、上位段との差は明瞭であり約５５㎝となる。その幅

は７～８ｍ程であり、確認された遺構は少ない。本整地面の形成時期は、昨年度Ｈ２・Ｉ２トレンチ

での観察により、十和田ａ火山灰降下・堆積期を上限とし、１０世紀中葉を下限とする頃と判断する。

【第５段整地面】

第４段整地面の下段に位置する。標高は約３７ｍ、上位段との差は明瞭であり約９０㎝となる。その幅

は４～５ｍ程と狭くなり、確認された遺構は非常に少ない。同層面は、昨年度最東端に設定したＬト

レンチの更に東方向に連続して延びる面と同一と考えられる。

【第６段整地面】

第５段整地面の下段に位置し、丘陵地北端・最下位の整地面となる。標高は約３６ｍ、上位段との差

はＭ２トレンチでは明瞭で約９０㎝となるが、東隣のＫトレンチでは僅か３０㎝にすぎない。同層面の構

築時期は不明瞭ではあるが、Ｋトレンチでの精査により、十和田ａ火山灰降下期を前後する時期及び

中世（１３世紀代）に使用されていたことは確実である。

（１）第１段整地面検出の遺構と遺物
本整地面の遺構は、O・Q・Uトレンチで検出された竪穴住居跡１軒、土坑４基、炭窯跡１基があ

る。

ＳＩ１４３１竪穴住居跡（第４～６図、図版３）
Ｏ・Ｑトレンチ南東部、第Ⅲｂ層で確認した。竪穴東側壁をＳＫ１４７９・１４８０土坑により切られる。

規模は、南北の長さが３．６ｍ、東西長が２．６～２．８ｍのやや歪な長方形を呈する。壁高は斜面上位の南

側では７０㎝となるが、北側では僅か１０㎝にすぎない。床面上には、幾つかの柱穴等（Ｐ１～５）が掘

り込まれるが、壁溝はなく、主柱穴も明確ではない。Ｐ１～５は貼床下に位置し、竪穴より旧い段階

の構築となる。ただ配置を考慮すると、Ｐ１は竪穴構築時の掘形とも推測される。Ｐ３は、径約９０㎝、

深さ７０㎝の円形を呈する土坑である。

竪穴本体の堆積層は大きく５層（１～５層）に分けられる。地山粘土・炭化物の混入具合から判断

して２～５層は、人為的埋土と考えられる。最上層である１層には十和田ａ火山灰が含まれる。

カマドは南側壁面東寄り（Ａ）と東側壁面南寄り（Ｂ）に位置するが、残存状態の観察により、Ａ

からＢに作り替えがなされたと類推される。カマドＡは、床面上には火床面（Ｃ）と袖部の芯材掘形

と思われる小ピットが残るのみである。壁から南には長さ５５㎝、幅４０㎝の煙道が延びる。

カマドＢは、石組の両袖部と天井石を遺す。袖部は幅２０～３５㎝、厚さ１５㎝前後、長さ（高さ）３０㎝

程の石を片側につき二つ並べ埋め込んで構成される。その上には原位置を保つ天井石（長さ６２㎝、幅
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第４図 ＳＩ１４３１竪穴住居跡

ア
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ＳＩ１４３１４３

，４００
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Ｐ２
①３

⑦４

⑤Ｐ４
ＳＫ１４７９Ⅰ
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ＳＫ１４８０Ｐ５

Ⅱ

⑪ エウ
キⅢ

a Ｐ１ 火山灰
⑨２

カオ ⑩
Ｄ③ Ｃ１

カマドＢ５

クⅢ
b

カマドＡⅣ

イ

イ ○印つき番号は、第５・６図の遺物番号に対応

クキ ウ エ
４２，５００m ４２，９００m

ＳＫ１４８０

８ＳＩ１４３１
１：にぶい黄褐色シルト質土（１０ＹＲ４／３）火山灰ブロック

礫・炭化物少量含む
２：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）遺物・礫多く、地山粘土少量含む。

人為堆積層
３：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）
４：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）人為堆積層
５：黒色シルト質土（１０ＹＲ１．７／１）炭化物を大量に含む
６：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／３）Ｐ１埋土。地山粘土斑状に多く、

炭化物もやや多く含む、人為堆積層
７：黒色シルト質土（１０ＹＲ２／１）Ｐ２埋土
８：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）
９：褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／４）２０層と同質
１０：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
１１：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／４）
１２：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）２２層と同質
１３：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）
１４：にぶい黄橙色粘土（１０ＹＲ６／４）
１５：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
１６：にぶい黄褐色粘土（１０ＹＲ５／３）
１７：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）
１８：黄褐色粘質土（１０ＹＲ５／６）
１９：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／４）
２０：褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／４）地山粘土をブロック状に多く含む人為堆積層
２１：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／３）地山粘土をやや多く含む
２２：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）地山粘土殆ど含まず
２３：褐色シルト質土（７．５ＹＲ４／３）焼土・炭化物・地山粘土をやや多く含む
※Ｐ３堆積層である１３～１７層は、黒褐色シルト質土と粘土が互層となる人為堆積層

９ １０１２ １１
１３

焼土面 １４
１５カマド袖石・

天井石 １６
１７
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４３，０００m
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０ ２ｍ（１：４０）
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第５図 ＳＩ１４３１竪穴住居跡、ＳＫ１４７９・１４８０土坑出土遺物（１）

２１ ３

４

５
８

６

９

１０

７

１０㎝０ （１：２．５）

（墨付着、転用硯）

１１ （遺物観察表は第６図下に掲載）
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第６図 ＳＩ１４３１竪穴住居跡出土遺物（２）

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

５－１ 須恵器 坏 ＳＩ１４３１Ｐ２床面直上 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り、口縁上部に細かな打ち欠きがほぼ全周する １２．７ ８．２ ３．３ ０．６４ ２６．０ ２８

２ 須恵器 坏 ＳＩ１４３１－２層 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り、完形で出土 １２．９ ７．９ ３．４ ０．６１ ２６．４ ２６

３ 須恵器 坏 ＳＩ１４３１Ｐ１上床面直上 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．２ ７．９ ３．６ ０．６０ ２７．３ ２７

４ 須恵器 坏 ＳＩ１４３１カマド内２層 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→「十」墨書、内面全体が使用による擦りか １３．８ ６．８ ３．６ ０．４９ ２６．１ ４０

５ 須恵器 坏 ＳＫ１４７９ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．４ ８．０ ４．０ ０．６０ ２９．９ ２５

６ 須恵器 坏 ＳＩ１４３１ 内外：ロクロ調整 １５．２ （６．４）

７ 土師器 坏 ＳＩ１４３１床面 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→体部下半手持ちケズリ、椀状を呈する ７．８（５．５）

８ 須恵器 台付坏 ＳＩ１４３１－５層 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→付高台、台部内に墨付着、体部倒位「十」墨書 １１．０ ６．０ ５．５ ０．５５ ５０．０ ２２

９ 須恵器 蓋 ＳＩ１４３１－２層 内外：ロクロ調整、内面転用硯に使用→周縁部打ち欠き （２．４）

１０ 須恵器 台付壺 ＳＩ１４３１カマド内２層 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り→付高台、台部打ち欠きで欠損 ５．２ ７．０（１４．９）

１１ 須恵器 甕 ＳＫ１４８０ 外：平行タタキ、内：青海波アテ具 （１２．８）

６－１２ 土師器 坏 ＳＩ１４３１Ｐ３内 非ロクロ、外：ケズリ→口縁横ナデ、内：ミガキ→黒色処理 １４．１ ５．６

１３ 土師器 坏 ＳＩ１４３１Ｐ１内６層 非ロクロ、外：ナデ→口縁横ナデ、内：ミガキ→黒色処理、底：ナデ １３．４ ７．５ ７．１ ０．５６ ５３．０ １４

１４ 土師器 甕 ＳＩ１４３１カマド周辺 非ロクロ、底：木葉痕、被熱 ６．２（２．５）

１５ 土師器 長胴甕 ＳＩ１４３１ 砲弾形底部、外：平行タタキ、内：平行アテ具 （８．４）

１６ 土師器 甕 ＳＩ１４３１カマド周辺床面 内外：ロクロ調整、外面ケズリ、被熱・媒状炭化物付着 １８．８ （１９．４）

１４

１２
１３

１５

０ １０㎝１７ １６（１：２．５）

１７：砥石（重量１９４g）
１８：鉄製品（器種不明）

１８

１８
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３４㎝、厚さ１５㎝、重量約３７㎏）が乗る。これらの石材は肉眼観察では、基盤層に存在する硬質泥岩を

切り出していると考えられる。煙道は幅５０㎝でカマドＡと同形態と見られるが、先端部は調査区外と

なり、長さは不明である。なお焼土面はＣの北西側床面上（Ｄ）にも存在する。

遺物（第５・６図）は、住居内及びＰ１・２・４から出土したが、カマドＡ・Ｂの位置する住居内

南東部近辺に集中する。器種は、須恵器坏（１～６）・蓋（９）・壺（１０）・甕、土師器椀（７）・

坏（１２・１３）・甕（１４～１６）、砥石（１７）、器種不明の鉄製品（１８）・鉄滓と軽石も出土した。またカ

マドＢ火床面周辺の焼土内より少量ながら炭化米が発見された。

１０と４はカマドＢ廃棄段階での埋納遺物である。１０は須恵器台付壺であり、燃焼部奥壁上、最上層

において正位あるいは口縁を東に向けるようにして発見された。台部を全て欠くものの（意図的な打

ち欠きか）、その他はほぼ完形を保っていた。４は完形の須恵器坏であり、壺の直下、燃焼部内２層

下位で正立状態で出土した。底部に「十」の墨書が見られる。

ＳＫ１４７９・１４８０土坑（第４・５図）
Ｏ・Ｑトレンチ南東部、第Ⅲｂ層面で確認した。両土坑ともＳＩ１４３１竪穴住居跡の東側壁を切り込

んで構築される。ＳＫ１４７９は長さ８０㎝、幅５５㎝の楕円形を呈し、深さは３０㎝程である。遺物は須恵器

坏（第５図５）が１個体出土した。ＳＫ１４８１は、長さ５０㎝、幅４０㎝の楕円形を呈し、深さは約１５㎝で

ある。遺物は須恵器甕（１１）が１点出土した。

ＳＫ１４３９Ａ～Ｄ土坑（第７図）
Ｕトレンチ西側、第Ⅲ層面で検出した。プラン確認の段階では、軸線が等高線に直交する方向（Ｎ

－３０°－Ｅ）をとる一辺が約４．５ｍの竪穴状遺構とした。精査の結果、長さ１．５ｍ程度の不定形土坑が

少なくとも４基（南からＡ～Ｄ）重複することで、結果的に竪穴状を示す遺構と判断した。新旧関係

は、旧い方からＣ→Ｂ→Ａ、Ｃ→Ｄとなる。深さは３０～６５㎝とばらつきがあり、特に底面の凹凸が顕

著である。堆積土は６層に分けられるが、２・３層は、地山粒子を殆ど含まないシルト質土で人為的

に埋めている。なお層中に火山灰の混入は認められなかった。遺物は２層中より須恵器甕破片、羽口

などが少量出土した。

以上の状況から、本遺構は土取り穴の集合体と推測される。同様の遺構は、同一整地面で昨年度確

認したＳＫＩ１３２１（Ｈ１トレンチ）やＳＫＩ１３３０（Ｉ１トレンチ）がある。

ＳＷ１３４０炭窯跡（第７図、図版４）
Ｑトレンチ南西部、第Ⅲ層で検出したが、昨年度のＩ１トレンチ拡張区でプランを確認していた遺

構である。ＳＫＩ１３３０竪穴状遺構の東側に隣接する。規模は一辺が１．５５ｍの隅丸方形を呈し、深さは

１０㎝前後である。精査の結果、炭化物を主とする堆積層である点と、壁面が熱を受けて赤化している

ことから、炭窯跡と判断した。遺物の出土はない。

（２）第２段整地面検出の遺構と遺物
本段で検出された遺構は、非常に多い。ここでは、次のように遺構群を３分割して記述する。

①西部の遺構群（第８図）：概ね０４ライン以西、ＳトレンチとＱトレンチ西端部の遺構群

②中央部の遺構群（第１１図）：９８～０４ライン、Ｒ・ＯトレンチとＱトレンチ東側の遺構群

③東部の遺構群（第２１図）：９８ライン以東、Ｊ１・Ｐ・Ｔ・Ｍ１トレンチの遺構群
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第７図 第１段整地面（Ｑ・Ｉ１・Ｕトレンチ）検出遺構配置図

０５０７０８ ０６
ＪＲ

ＪＱＢ ＳＳ１３５３

Ｄ
ＳＷ１３４０

ＪＲ Ｄ

ＣＣ
ＪＰ

ＳＮ１３３４
Ｂ

ＪＱ Ａ
ＳＫＩ１３３０

ＱトレンチＳＫ１４３９ Ｉ１トレンチ
Ａ Ｕトレンチ

０５０６０７０８０９
ＪＰ ５ｍ０ （１：１００）

ＢＡ 鍛冶炉４４，４００ｍ
ＳＷ１３４０ ＤＣＳＫ１４３９ ４２，８００ｍ焼土遺構 １

２

Ⅲa
Ⅲb Ⅰ

２ １
Ⅱ４

５３ Ⅳ
２

６
Ⅲ

Ⅳ

２ｍ０ （１：４０）

ＳＫ１４３９
１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）地山粘土ほとんど含まず
２：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）地山粘土・炭化物少量含む
３：黒色シルト質土（１０ＹＲ２／１）地山粘土少量含む
４：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）地山粘土やや多く含む
５：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）地山粘土がブロック状に入る
６：にぶい黄褐色シルト質土（１０ＹＲ４／３）地山粘土がブロック状に入る
※下位ほど締まり弱

ＳＷ１３４０
１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）炭化物・地山粒子多く含む
２：黒色炭化物土（１０ＹＲ１．７／１）
焼面色調：赤褐色（２．５ＹＲ４／６）
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なお各トレンチ北端部、現道寄りの箇所は、近代以降に削平を受けており、表土下が第Ⅳ層（地山

漸移層）あるいは第Ⅴ層（地山面）となる。

①西部の遺構群（第８～１１図、巻頭図版２）
Ｓトレンチの緩斜面を中心に掘立柱建物跡４棟、鍛冶炉６基、土坑３基、柱穴列４列が検出された。

このうち、いくつかの鍛冶炉と土坑は建物内に納まるような位置関係にあることから、そのような配

置を保つ複数の遺構をまとめてみると、建物跡は鍛冶炉等を内包する工房跡と考えることができる。

以下では、建物と鍛冶炉あるいは“足入れ穴”（土坑）の組み合わせが推測されるまとまりを一つ

の工房跡として報告
（註１）
する。ただ建物内に収まらない鍛冶炉や調査区外に及ぶ建物の存在、柱穴列もあ

り、ここで示す３箇所以上の工房が稼働していたことになる。これら遺構は平均８°の傾斜地に立地

する。なお出土遺物は、土坑を除き認められなかった。

《第１鍛冶工房跡》（第８～１０図、図版４）
Ｓトレンチ南側に位置し、ＳＢ１４４０掘立柱建物跡、ＳＳ１４３４鍛冶炉、ＳＫ１４３８Ａ・Ｂ土坑（足入れ

穴）で構成される。

ＳＢ１４４０建物跡は、第Ⅳ層面で確認した桁行３間×梁行２間の東西棟建物跡である。ＳＢ１４４９建
物跡と重複し、これより旧い。平面規模は、桁行総長・北側柱列で６．４ｍ、柱間（Ｐ８－９－１０－１）

寸法は、西から２．０ｍ＋２．２ｍ＋２．２ｍである。南側柱列で６．６５ｍ、柱間（Ｐ６－５－４－３）寸法は、

西から１．９５ｍ＋２．５ｍ＋２．２ｍである。梁行総長は東側柱列で４．４ｍ、柱間（Ｐ１－２－３）寸法は、

北から２．３ｍ＋２．１ｍ。西側柱列で４．４５ｍ、柱間（Ｐ８－７－６）寸法は、北から２．２ｍ＋２．２５ｍとなる。

柱穴掘形は、北側柱列で一辺が５０㎝前後の略円形、南側柱列で一辺が６０～７０㎝の隅丸方形を呈する。

深さはＰ６・７で約５０㎝である。柱痕跡はＰ６・８で明瞭に確認され、柱の直径は２０㎝前後であった。

建物の軸線方向は、西側柱列を基準にすると、Ｎ－１５°－Ｅとなる。遺物はＰ６内より土師器坏小

片が出土した。

ＳＳ１４３４鍛冶炉は、ＳＢ１４４０西側柱列上にあたる第Ⅲ層下面で赤褐色・酸化した硬化面を確認し
た。硬化面とした範囲内外より少量ながら鍛造剥片が検出されたことから、鍛冶炉と判断した。規模

は長さ５５ｃｍ、幅４５ｃｍの楕円形を示す。酸化面中には、径１５㎝程の範囲が半還元状態に置かれたよ

うな灰色の硬化面をなしており、ここが炉底であったと考えられる。炉底は第Ⅳ層面に位置し、地山

面までの掘り込みはない。

ＳＫ１４３８Ａ・Ｂ土坑は、ＳＳ１４３４鍛冶炉の北東側約５０㎝に隣接し、第Ⅲ層下面で確認した。遺構
確認時の状況及び平面形状から、ＳＫ１４３８ＡとＳＫ１４３８Ｂの重複の可能性があり、前者の北西側に後

者が位置する。ＳＫ１４３８Ａは、径１ｍ程度の円形を呈し、確認面上には鉄滓・焼土・炭化物の分布が

認められた。掘り下げを実施しなかったため、深さ等は不明である。ＳＫ１４３８Ｂは、一辺が約１．４ｍ

の楕円あるいは略円形を呈し、深さは５０㎝となる。堆積土内、土坑底面から約１５㎝上位より金床石（鉄

床石・鉄砧石、第１０図１）が出土した。６面全てに鉄片の付着（図中の黒塗部）と敲打による剥落が

認められる。剥落を免れた箇所には、擦面を残すことから、金床石として使用する前段階において、

石材を平坦化させるための研磨がなされたと判断される。大きさは、長さ３３㎝、幅２９㎝、厚さ２８．５㎝
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第８図 第２段整地面：西部の遺構群配置図
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Ｐ６ Ｐ１ＳＢ１４４１Ｐ７

Ｐ１０ ＳＢ１４４０Ｐ９ Ｐ１Ｐ１
ＪＴ

ＫＡ Ｈ Ｐ２ＳＳ１４３７Ｐ８ Ｐ６ ＳＤ１４３２Ｐ１８Ｐ２
ＳＫ１４３８Ｂ Ｐ１１Ｐ１９Ｅ Ｐ２０Ｇ

Ｐ２ＳＢ１４５３ ＳＡ１４３５

ＳＳ１４４８Ｐ７
Ｐ３ Ｐ１２

ＪＳＳＳ１４３４ Ｐ１７ ＳＫ１４３８Ａ
ＪＴ ＳＢ１４４９

Ｐ３Ｐ１４Ｐ１５Ｆ Ｐ１３Ｐ１６
Ｐ７ Ｐ３

Ｐ４Ｐ５
Ｐ６ ＳＳ１４４８

Ｐ４
０４ＣＡ ０５

ＢＡ ０７ ０６４２，２００ｍ

鍛冶炉ＳＳ１４３４
ＳＫ１４３８Ｂ 焼土・炭化物・

鍛造剥片分布
範囲

Ｃ Ｄ
４２，２００ｍ

４ｍ０ （１：８０）
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第９図 ＳＫ１４３７・１４３８Ｂ土抗、ＳＳ１４３４鍛冶炉

Ｆ ＨＧＳＫ１４３８ＢＥ
４１，４００ｍ ４０，９００ｍＳＳ１４３４

１

１
５ ＳＫ１４３７４２３

１ｍ０
（１：４０）

ＳＫ１４３８Ｂ
１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）鉄滓・炭化物を多
く含む

２：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）地山粘土粒子・炭
化物を少量含む

３：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）地山粘土小ブロッ
クをやや多く含む

４：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）炭化物を少量含む
５：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）地山粘土小ブロッ
クを少量含む

ＳＫ１４３７
１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）炭化物を少量含む

ＳＳ１４３４鍛冶炉、ＳＫ１４３８Ａ・Ｂ土坑
ＳＫ１４３７土坑確認状況（西→）

ＳＫ１４３８Ｂ土坑、金床石出土状況
（北西→）
写真左奥にＳＳ１４４８鍛冶炉

同上 金床石を取り上げた後に撮影
（北西→）
石の直下から須恵器坏（第１０図２）
が倒立状態で出土
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第１０図 ＳＫ１４３８Ｂ土抗出土遺物

（下面）
（出土時の上面）

１
（下側面）

２０㎝０ （１：４）

２

２：須恵器坏
口径１３．０㎝／底径７．２㎝／器高３．７㎝
底径指数０．５６／高径指数２８．５／
外傾度３２°

１０㎝０ （１：２．５）
（下面の鉄片付着状況）
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であり、重量は５２．５㎏であった。またこの石の下から半割状態の須恵器坏（２）が１個体出土した。

その他の遺物は、Ｂ土坑より須恵器坏・甕の小片と鉄滓が出土した。

金床石の出土から、本土坑は“足入れ穴”と判断され、本来金床石は穴の中ではなくその側（上）

に置かれていたと考えられる。またＡ・Ｂ２つの土坑は、足入れ穴の重複か、Ａが金床石を据える掘

形となる可能性もある。

《第２鍛冶工房跡》（第８図、図版４）
Ｓトレンチ南側に位置し、ＳＢ１４４９掘立柱建物跡、ＳＳ１４４８鍛冶炉で構成される。第１工房跡の中

に入り込む形となり、足入れ穴であるＳＫ１４３８Ａ・Ｂ土坑は当工房段階でも使用していた可能性があ

る。

ＳＢ１４４９建物跡は、第Ⅳ層上面で確認した桁行３間×梁行２間の東西棟建物跡である。ＳＢ１４４０
建物跡Ｐ４柱掘形と重複し、これより新しい。平面規模は、桁行総長・北側柱列で４．３５ｍ、柱間（Ｐ

１８－１９－２０－１１）寸法は、西から１．８ｍ＋１．１５ｍ＋１．４ｍである。南側柱列で４．１ｍ、柱間（Ｐ１６－１５

－１４－１３）寸法は、西から１．４ｍ＋１．２ｍ＋１．５ｍである。梁行総長は東側柱列で２．７ｍ、柱間（Ｐ１１－

１２－１３）寸法は、北から１．５ｍ＋１．２ｍ。西側柱列で２．８５ｍ、柱間（Ｐ１８－１７－１６）寸法は、北から１．

４ｍ＋１．４５ｍとなる。

柱穴掘形は、Ｐ１７で一辺が５０㎝前後の楕円形、柱痕跡は径１５㎝の円形となる。他は径２０～２５㎝程度

の柱穴のみの確認である。深さはＰ１７で約３５㎝となるが、他は１０～１５㎝である。

建物の軸線方向は、西側柱列を基準にすると、Ｎ－１０°－Ｅとなる。なお東側柱列は、ＳＢ１４４０建

物跡Ｐ１０－Ｐ４を結ぶ線上に位置する。

ＳＳ１４４８鍛冶炉は、ＳＢ１４４９建物内ほぼ中央に位置する。炉は径が１５㎝程の円形を呈し、地山面
をわずか１０㎝程度ではあるが、掘り込む構造をとる。なお本鍛冶炉に接して同規模の柱穴様の掘り込

みが３箇所存在する。明確な還元面は見られないものの、焼土・炭化材の分布から、炉あるいはこれ

に関連をもつ施設と考えることができる。

《第３鍛冶工房跡》（第８図、図版４）
Ｓトレンチ北側に位置、ＳＢ１４４１掘立柱建物跡、ＳＳ１３９４・１３９６鍛冶炉で構成される。

ＳＢ１４４１建物跡は、第Ⅳ層で確認した北側桁行３間×西側梁行２間の東西棟建物跡である。平面規
模は、桁行総長・北側柱列で３．８ｍ、柱間（Ｐ９－１０－１１－１）寸法は、西から１．５ｍ＋１．０５ｍ＋１．２５

ｍである。南側柱列で４．０ｍ、柱間（Ｐ７－６－５）寸法は、西から２．４５ｍ＋１．５５ｍである。梁行総

長は東側柱列で２．３ｍ、柱間（Ｐ１－３－５）寸法は、北から１．４ｍ＋０．９ｍ。西側柱列で２．２ｍ、柱間

（Ｐ９－８－７）寸法は、北から１．１５ｍ＋１．０５ｍとなる。

柱穴は、径１５～２０㎝程の円形で、深さは１０㎝前後である。建物の軸線方向は、西側柱列を基準にす

ると、Ｎ－１５°－Ｅとなり、ＳＢ１４４０建物跡西側柱列と同一軸線上にのる。また東側柱列は、ＳＢ１４

４９建物跡東側柱列及びＳＢ１４４０建物跡Ｐ１０－Ｐ４を結ぶ線上に位置する。遺物はＰ６内より羽口片・

鉄滓が出土した。

ＳＳ１３９４・１３９６鍛冶炉は、ＳＢ１４４１建物内、第Ⅳ層面で青黒色・還元化した硬化面を２箇所で確
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認した。２基とも硬化面として線引きした範囲から鉄滓・鍛造剥片が多数検出されたことから、鍛冶

炉と判断した。ＳＳ１３９４は長さ７０㎝、幅６０㎝程の楕円形、ＳＳ１３９６は径約３０㎝の略円形を呈する。以

上の２基は、炉底を地山面に置くものの、下部に掘り込みをもたない構造をとる。なお両鍛冶炉の周

辺には明確な硬化面は認められないものの、焼土・炭化物・鍛造剥片を伴うプランが複数確認された

（図の網掛け部）。これらは鍛冶炉に関連をもつ場と考えることができる。

《その他の遺構群》
上記３棟の工房跡の他に、次のような掘立柱建物跡と鍛冶炉、柱穴列、土坑がある。これらは現在

のところ、工房跡とそれを構成する遺構とすることはできないものの、未調査区及び周囲の柱穴等か

らすれば、いずれ工房とそれを構成する施設となるものと考えられる。

ＳＢ１４５３掘立柱建物跡（第８図）
Ｓトレンチ西端部、第Ⅳ層上面で確認した建物跡である。東側柱列を３間分検出し、調査区外西側

に延びる。柱列の長さは５．２ｍ、柱間（Ｐ１－２－３－４）寸法は、北から１．４ｍ＋１．７ｍ＋２．１ｍである。

柱穴掘形は、Ｐ１～３で一辺が４０㎝前後の楕円・隅丸方形、Ｐ４は一辺６０㎝程の隅丸方形となる。

柱痕跡を確認するために、一段掘り下げたところ、Ｐ１・２では径１５㎝の円形柱痕を検出した。

建物の軸線方向は、Ｎ－１８°－Ｅとなる。

ＳＳ１４３３鍛冶炉（第８図）
Ｓトレンチ南側、第Ⅲ層下面で赤褐色・酸化した硬化面を確認した。硬化面とした範囲内外より少

量ながら鍛造剥片が検出されたことから、鍛冶炉と判断した。ＳＳ１４３３は径約４０㎝の略円形を呈する。

炉周辺からは羽口片、土師器甕も出土した。

ＳＳ１４４２鍛冶炉（第８図）
Ｓトレンチ北西部、第Ⅳ層面で青黒色・還元化した硬化面を確認した。硬化面として線引きした範

囲内外より鉄滓・鍛造剥片が検出されたことから、鍛冶炉と判断した。ＳＳ１４４２は、ＳＢ１４４１建物跡

外の北西側に位置し、径４５～５０㎝の略円形を示す。本炉は、炉底を地山面に置くものの、下部に掘り

込みをもたない構造をとる。

ＳＫ１４３７土坑（第８・９図）
Ｓトレンチ中央部、第Ⅲ層下面で確認した。ＳＢ１４４９建物跡を構成する柱穴（Ｐ２０）と重複するが、

新旧は不明である。規模は長さ１０５㎝、幅９０㎝の整った隅丸方形を呈する。深さは１５㎝である。遺物

は土師器坏など小片が１０数点出土した。

ＳＡ１４３５・１４３６柱穴列（第８図）
Ｑトレンチ西端、第Ⅳ層面で確認した。ＳＢ１４４０建物跡東側柱列の東外側に位置し、南北に延びる。

ＳＡ１４３５は、径２０～３０㎝の柱穴３本で構成され、柱列の長さは４．３５ｍ、柱間（Ｐ１～３）寸法は、北

から２．０５ｍ＋２．３ｍとなる。軸線方向は、Ｎ－１４°－Ｅとなり、ＳＢ１４４０東側柱列の東２．１ｍにあたる。

ＳＡ１４３６は、径２５㎝前後の柱穴４本で構成され、柱列の長さは８．１ｍとなるが、更に北に延びる可

能性もある。柱間（Ｐ４～７）寸法は、北から２．０ｍ＋３．０ｍ＋３．１ｍとなる。軸線方向は、Ｎ－１７°

－Ｅとなり、ＳＢ１４４０東側柱列の東１．２～１．７ｍにあたる。

ＳＡ１４５４・１４５５柱穴列（第８図）

払田柵跡調査事務所年報２００２

－２０－



Ｓトレンチ北端、第Ⅳ層面で確認した。ＳＢ１４４１建物跡北側柱列の北外側に位置し、東西に延びる。

軸線方向は両者ともＳＢ１４４１北側柱列に近似する。ＳＡ１４５４は、径２０㎝前後の柱穴４本で構成され、

柱列の長さは４．１ｍ、柱間（Ｐ１２～１５）寸法は、東から０．９５ｍ＋１．５ｍ＋１．６５ｍとなり、ＳＢ１４４１北側

柱列の北５０～６５㎝にあたる。ＳＡ１４５５は、径２０㎝前後の柱穴３本で構成され、柱列の長さは３．９５ｍ、

柱間（Ｐ１６～１８）寸法は、東から１．８ｍ＋２．１５ｍとなり、ＳＢ１４４１北側柱列の北７５～９０㎝にあたる。

なお両施設とも調査区外北側に及ぶ建物南側柱列であった可能性もある。

②中央部の遺構群（第１１図）
本区域で検出された遺構は、竪穴状遺構５基、土坑９基、焼土遺構４基、溝跡３条であり、西部の

遺構群に見られる掘立柱建物跡は確認されなかった。

ＳＫＩ１４３０Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ竪穴状遺構（第１２・１３図、図版５）
Ｏ・Ｑグリッド北部、第Ⅲ層面で検出した。当初は一辺が約６ｍ四方の竪穴状遺構１基と見ていた

が、精査の結果、少なくとも４基の竪穴状遺構の重複であることが判明した。堆積土・壁面・床面の

状況を観察し、その新旧関係は旧い方から、１４３０Ａ→１４３０Ｂ→１４３０Ｃ→１４３０Ｄの変遷をたどる。各竪

穴のプランは、第１３図右の模式図を参照。

ＳＫＩ１４３０Ａは、１４３０Ｂ床面精査時に幅１５㎝前後の壁溝を発見したことを端緒とする。壁溝はＡ竪

穴の西側壁から南側にあたり、同一軸線をとる東側壁面と結び、東西の長さが５．７ｍになると推測さ

れる。竪穴北側の様相は不明瞭であり、南北の規模・形状は明らかではない。壁溝の深さは１０㎝未満

であり、東側の壁高も１０～１５㎝にすぎない。柱穴等の施設の有無も不明である。軸線方向は、Ｎ－１５°

－Ｅとなる。

ＳＫＩ１４３０Ｂは、東側の壁面を除く三方の壁立ち上がりを確認した。規模は南北が５．４ｍ、東西は

推定で３．８ｍの長方形を呈すると見る。壁高は南側で３０㎝となるが、北側では５㎝にすぎない。西側

から南側には幅１５～２０㎝、深さ１０㎝の壁溝が巡る。北側には壁溝は認められなかったものの、壁に接

して径２５～３０㎝の柱穴が４本配される。軸線方向はＮ－Ｓを指す。

ＳＫＩ１４３０Ｃは、１４３０Ｂの北東部側床面を切り込んで構築される。竪穴北西部の様相は不明確なが

ら、南北４．３ｍ、東西３．２ｍの長方形を呈する。壁溝はなく、壁高は南西部で１５㎝程となる。軸線方向

は１４３０Ｂと同様にＮ－Ｓを指す。

ＳＫＩ１４３０Ｄは、１４３０Ｂ・Ｃと同一軸線をとり、西側壁は１４３０Ｂ西壁の一部を共有（再掘り込み）

する。南側壁は１４３０Ｂと並行するものの、その内側（北）約５０㎝の箇所を掘り込む。東側壁は１４３０Ｃ

東壁の外側（東）約３０ｃｍに位置させ、結果的に１４３０Ｂ・Ｃ両竪穴を取り込む形で構築することにな

る。その規模は、東西が５．７ｍ、南北は５．８ｍ以上となり、調査区外北側に延びる。壁高は南側で３０㎝、

壁溝は幅が２０㎝前後で、深さは１０～１５㎝となる。

本竪穴の北東側床面上には、複数の焼土面（Ｅ～Ｇ）が認められ、その西側・竪穴の中央寄りには

�の分布と炭化物の広がり（Ｈ）がある。Ｈは径約４５㎝の略円形を呈する。前者の一部はカマドの火

床面、後者は�組みによる炉、あるいは後述する溶解炉に関連するものかもしれない。なお前者は、

焼土面の配置・重複から、１４３０Ｃ段階に形成された面も存在していた可能性が高い。

遺構内の出土遺物（第１４～１６図）は、壁溝内、堆積土内、床面直上より多く得られた。特に１４３０Ｃ・
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第１１図 第２段整地面：中央部の遺構群配置図
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１：土師器坏
口径１１．５㎝／底径３．７㎝／器高３．７㎝
底径指数０．３２／高径指数３２．２／外傾度３８°

０ １０㎝（１：２．５）

払田柵跡調査事務所年報２００２

－２２－



Ｄ床面北東部の焼土面、炭化物の分布する箇所に集中する。またＨの周辺では�（第１５・１６図）が多

量に出土した。個体数を把握できたものだけで４２点となる。�は粘土を直方体様に成形加工後、焼成

した土製品であるが、１６のみ凝灰岩を切り出し成形する。いずれも二次的に火熱を受け煤状炭化物（図

のトーン部）が付着する個体もある。これらの遺物は、Ｃ・Ｄ両竪穴とも同一床面上を利用している

ことから、多くの遺物は、最終の１４３０Ｄ段階に属すると考えられる。

�以外の器種（第１４図）は、須恵器坏（１）・台付坏（２）・蓋・壺・甕（１０・１１）、土師器坏・

皿（６・７）・台付坏（５）・甕（８）、瓦（渦巻文、格子目：９）、羽口・炉壁片？、鉄滓である。

６は内面に煤状炭化物が付着する。７は坏を再加工した皿となる。

ＳＫＩ１４１６竪穴状遺構（第１７図）
Ｒトレンチ北東部、近代の轍跡（ＳＭ１３９０）を除去後、第Ⅲ層面で確認した。規模は、東西の長さ

３．１～３．３ｍ、南北の長さ２．９～３．１ｍのやや歪な方形を呈し、東側壁面の中央には幅７５㎝、推定奥行き

８０㎝の張り出しを伴う。ほぼ平坦な床面までの深さは３０㎝前後であり、張り出し部は僅か１０㎝となる。

周壁に沿って９本の柱穴が掘り込まれ、四隅（Ｐ１～４）が主柱穴と見られる。主柱穴掘形は、径３０

～４０㎝の略円形を示し、Ｐ４を除く３本には径１５㎝程の柱痕跡が確認される。その他、床面上に焼土

面の形成や壁溝などの掘り込み施設はない。

竪穴堆積土は、地山粒子を斑状に多く含む暗褐色土で充填されており、明らかに人為的埋土である。

また張り出し部も同質の土が観察されることから、両者同時期に埋められたと判断される。さらに最

上面が非常に堅く締まっていることから、竪穴を埋め立てた後の平坦面を利用した施設が存在してい

たと考えられる。なお張り出し部は、東壁中央のＰ５・６（径１０～１５㎝）の位置と合わせて出入口施

設の可能性がある。

遺物は、須恵器坏・蓋・甕、土師器坏・甕、羽口がある。

ＳＫＰ１４４３柱穴（第１２・１８～２０図）
Ｏトレンチ北部、第Ⅲ層で検出した。径３０㎝の柱穴（７層）を切り込んで構築し、ＳＤ１４２８溝跡（８

～１０層）に南側を切られる。規模は、一辺が８０㎝の隅丸方形を呈し、深さは５５㎝となる。

本土坑は、特異な履歴をもった柱穴と判断する。それは遺物の出土状況と堆積土の状況から、次の

ように推測した。まず掘り上げられた土坑・掘形に須恵器大甕破片（第２０図１３）を整然と敷くように

並べ置く。大甕は意図的に打ち割られ、内面を上にさせて、６層土と共に約２０㎝の厚さまで埋める（第

１８図イ）。次いで６層上面を底面として、ここに径１３～１５㎝程の柱をまっすぐに立てる。柱の周りに

は、にぶい黄褐色の粘質土（５層）を１５㎝前後の厚さに埋め戻す。同層中には遺物は殆ど含まれない。

この上には、土師器坏２個体を正立・並立させて柱の側に置く（３層下面：４・５、第１８図ア）。更

には土師器・須恵器を中心にして砥石・台石（１４・１５）・鉄滓などを比較的雑然と投げ入れる。３層

上面から２層にも遺物は含まれるが、上位ほど小破片が多くなる傾向にある。柱痕跡（４層）内、最

上層には口縁部から肩部にかけては完形となる須恵器中甕（８）を倒立させ埋めている。これは柱が

朽ちた後の穴に入れたか、柱が立っている段階にはめ込まれた可能性もある。

本柱穴の周囲には対となるであろう柱穴が見あたらない。一方、隣接するＳＫＩ１４３０との位置関係、

両者の接合状況（第１４図１０の須恵器甕）を加味すると、一般的な建物の柱穴とは異質の施設、あるい

はＳＫＩ１４３０に関連する構築物であった可能性がある。
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第１２図 ＳＫＩ１４３０Ａ～Ｄ竪穴状遺構（１）、ＳＫＰ１４４３柱穴、ＳＫ１４４７・１４７８土坑、ＳＤ１４２８・１４３２溝跡

イ
エ

�砥石
①

⑤
� ⑧

③

⑩⑪Ｇ Ｅ
⑳⑭

焼土面 ②
④� ⑨

⑰
�

Ｈ ⑮ Ｆ

�
ＳＫ１４７８

� ＳＫ
１４７７⑫

⑲

オ⑦

⑯ 基準坑
ボックス ＳＫＰ１４４３

⑬

ＳＤ１４２８ＳＤ１４３２

カ�

オ カ
３９，９００m

Ⅱ
Ⅰ

Ⅲ
８Ⅲ

１ ２ ９
４３ア ５
６ ７ １０

ＳＫ１４５１ ウ

○印つき番号は、第１４～１６図の遺物番号に対応炭化物の広がり
２ｍ０

（１：４０）硬化面（溝上面）
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第１３図 ＳＫＩ１４３０Ａ～Ｄ竪穴状遺構（２）

イ エ

２ ２１
Ⅰ

４

１

ＳＫＩ１４３０Ａ

ＳＫＩ１４３０Ｂ

２

３
３

２

２ オ

Ⅰ

カ３１

Ⅱ １

５
２

Ｓ
Ｄ１
４３
２

ＳＫＩ１４３０Ｃ

Ｓ
Ｄ１
４３
２

ＳＫＩ１４３０Ｄ カオ
３９，３００m

（
網
掛
け
部
：
Ｓ
Ｋ
１４
５１
）

Ｂ東壁Ａ西壁 Ａ床 Ａ東壁

Ｓ
Ｋ１
４５
１

Ｂ・Ｄ
西壁

Ｄ東壁

Ｓ
Ｋ１
４５
１ Ｃ東壁Ｃ床 Ｄ床Ｃ西壁Ｂ床

０ ２．５ｍＳＫＩ１４３０Ａ～Ｄ重複状況 （１：１００）
（オ－カ間の模式図、垂直方向のみ１：５０）

４０
，０
００
m

４０
，０
００
m

１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）
２：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
３：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）
４：にぶい黄褐色粘質土（１０ＹＲ４／３）Ｄ期床面構築時の盛土
５：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）炭化物を少量含む

ア

ウ

０ ２ｍ
（１：４０）

第３章 第１２１次調査の概要
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第１４図 ＳＫＩ１４３０竪穴状遺構出土遺物（１）

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 須恵器 坏 ＳＫＩ１４３０ＣＤ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、灯明皿に使用か １３．０ ５．５ ４．４ ０．４２ ３３．８ ３３

２ 須恵器 台付坏 ＳＫＩ１４３０ＣＤ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→付高台 ８．４（２．４）

３ 土師器 坏 ＳＫＩ１４３０Ａ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り １２．４ ５．１ ４．９ ０．４１ ３９．５ ３０

４ 土師器 坏 ＳＫＩ１４３０Ｄ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、煤状炭化物付着 １４．３ ６．１ ４．６ ０．４３ ３２．２ ３７

５ 土師器 台付皿 ＳＫＩ１４３０Ａ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り→付高台 ７．４（２．５）

６ 土師器 坏 ＳＫＩ１４３０ＣＤ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、内面煤状炭化物付着 ５．８（２．５）

７ 土師器 皿 ＳＫＩ１４３０Ｄ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、坏を再成形して皿に転用 ５．２（２．０）

８ 土師器 甕 ＳＫＩ１４３０ＣＤ 内外：ロクロ調整 （１３．５）

９ 瓦 平瓦 ＳＫＩ１４３０Ａ 凸面：正格子タタキ、凹面：布目、黄白色を呈し、焼成ややあまい

１０ 須恵器 甕 ＳＫＩ１４３０Ａ＋ＳＫＰ１４４３－３層 体部下半から底部、外：平行タタキ、内：原体不明アテ具 （９．８）

１１ 須恵器 甕 ＳＫＩ１４３０ＣＤ 外：平行タタキ、内：ナデか （１９．１）

１ ４３

（煤状炭化物）

２ ７６

５

０ １０㎝（１：２．５）

８
１～７

９

１１
０ １０㎝１０ （１：３）

８～１１

払田柵跡調査事務所年報２００２
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第１５図 ＳＫＩ１４３０竪穴状遺構出土遺物（２）

番号 種別 出土位置・層位 長さ
㎝

幅
㎝

厚さ
㎝ 備 考

１２ � ＳＫＩ１４３０Ｄ床面上 （２３．７）１３．２ １１．１ 煤付着

１３ � ＳＫＩ１４３０Ｂ壁溝内 （１４．９）（１１．９）８．７ 煤付着

１４ � ＳＫＩ１３３０－６層 （１５．８）１０．８（８．９）煤付着

１５ � ＳＫＩ１３３０－１層下面（１７．０）１７．３ ７．３

１６ � ＳＫ１３３２－６層 （１０．３）（１２．９）８．２ 凝灰岩を使用

１７ � ＳＫ１３３２－６層 （１０．５）（９．６）７．４ 煤付着

１４
１３

１２

１７１６

１０㎝０ （１：３）トーンは煤状炭化物付着範囲を示す

１５

第３章 第１２１次調査の概要
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第１６図 ＳＫＩ１４３０竪穴状遺構出土遺物（３）

番号 種別 出土位置・層位 長さ
㎝

幅
㎝

厚さ
㎝ 備 考

１８ � ＳＫＩ１４３０Ｄ床面上 （１２．１）（１１．０）（６．２）煤付着

１９ � ＳＫＩ１４３０Ｄ床面上 （１１．７）（１３．２）５．６

２０ � ＳＫＩ１４３０Ｄ床面上 （２１．４）１４．３ ３．４ 煤付着

２１ � ＳＫＩ１４３０Ｄ床面上 （１７．３）（１２．０）５．２ 煤付着

２２ � ＳＫＩ１４３０Ｄ壁溝内 （１１．８）（１３．５）４．６ 煤付着

２３ � ＳＫＩ１４３０Ｄ床面上 （８．０）（１２．３）５．２

２４ � ＳＫＩ１４３０Ｄ床面上 （１０．８）（１０．７）４．１ 煤付着

１９
１８

２０

２３２１ ２２

１０㎝０
（１：３）

トーンは煤状炭化物付着範囲を示す

２４
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第１７図 ＳＫＩ１４１６竪穴状遺構

ＳＫＰ１４７６

Ｐ１
Ｐ４

Ｐ９
Ｐ８

Ｐ５

ＳＫＰ１４７６柱穴
焼けた礫が２点認められる
柱を抜いた後に入れたもの
と考えられる

（ベルト）

Ｐ７
Ｐ６

ＳＫＩ１４１６
１：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／３）地山粘土

を斑状に多く含む
人為堆積層、上面は堅く締まる

Ｐ２
Ｐ３

３９，７００m

１ １ｍ１ ０
（１：４０）

左上：ＳＫＩ１４１６竪穴状遺構確認状況（北→）
この面は非常に堅く締まっていた

左下：同上 完掘状況（北→）
右：土層の堆積状況（北→）

地山粘土粒子の混入状況から
短期間に埋め戻した堆積土である
ことが判明

第３章 第１２１次調査の概要
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第１８図 ＳＫP１４４３柱穴遺物出土状況

ア

ア：３層面における遺物出土状況
（写真①～③に対応）

イ：６層面における遺物出土状況
（写真⑤⑥に対応）

３９，５００m

イ
１２

４ ３３

５５

６
４層（柱痕跡）

５０㎝０
（１：２０）

ＳＫＰ１４４３
１：褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／４）
地山粘土をやや多く含む

２：にぶい黄橙色粘質土（１０ＹＲ６／４）
地山粘土を斑状に多く含む

３：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）
地山粘土少量のみ含む、遺物多く含む

４：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）
地山粘土少量のみ含む、柱痕跡

５：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／３）
地山粘土をやや多く含む、遺物殆ど含まず

６：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／４）
遺物多く含む

７：褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／４）
ＳＫ１４４３に切られる柱穴埋土

８：にぶい黄橙色粘質土（１０ＹＲ６／３）
地山粘土をやや多く含む、１０層までＳＤ１４
２８埋土

９：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／３）
地山粘土をやや多く含む

１０：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）
地山粘土少量含む

※１～６層は人為堆積土か

① ④

①：３層上面での遺物出土状況（東→）
②：３層中位での遺物出土状況（東→）
③：３層下面での遺物出土状況（東→）

土師器坏が正立して並べられる
右下が５、左上が４

④：５層面の状況（東→）
４層の円形プラン《柱痕跡》が見
える

⑤：６層中位での遺物出土状況（西→）
壁面に残る土器が４層上部に倒立
して入れられた須恵器壺（８）

⑥：６層下面での遺物出土状況（東→）
⑤⑥とも全ての破片が内側を上に
して置かれる
ほとんどの破片が１３の須恵器大甕
に復元

② ⑤

③ ⑥

払田柵跡調査事務所年報２００２
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第１９図 ＳＫ１４４３土坑出土遺物（１）

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 土師器 坏 ＳＫＰ１４４３－３層上 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、胎土に赤色粒子含む １１．２ ５．７ ３．７ ０．５１ ３３．０ ２９

２ 土師器 坏 ＳＫＰ１４４３－３層上 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、胎土に赤色粒子含む １４．８ ５．９ ４．０ ０．４０ ２７．０ ３８

３ 土師器 坏 ＳＫＰ１４４３－３層 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り １２．３ ４．０ ４．５ ０．３３ ３６．６ ４０

４ 土師器 坏 ＳＫＰ１４４３－３層下 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、粘土巻き上げ痕残る、完形正位で出土 １２．７ ４．５ ３．８ ０．３５ ３６．３ ３６

５ 土師器 坏 ＳＫＰ１４４３－３層下 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り、粘土巻き上げ痕残る、完形正位で出土 １２．４ ４．３ ４．５ ０．３５ ３６．３ ３６

６ 土師器 坏 ＳＫＰ１４４３－２層 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り ４．０（２．１）

７ 須恵器 壺 ＳＫＰ１４４３－６層 内外：ロクロ調整、外面に自然釉かかる （７．９）

８ 須恵器 壺 ＳＫＰ１４４３－４層上 外：平行タタキ→ロクロ調整、外面に自然釉かかる １５．３ （９．４）

９ 須恵器 甕 ＳＫＰ１４４３－６層 外：平行タタキ→ロクロ調整 （６．６）

１ ２ ３

６
４

５

７
９

０ １０㎝（１：２．５）

８

第３章 第１２１次調査の概要
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第２０図 ＳＫ１４４３土坑出土遺物（２）

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１０ 須恵器 甕 ＳＫＰ１４４３－６層上 外：平行タタキ、内：ナデ （１３．７）

１１ 須恵器 甕 ＳＫＰ１４４３－６層 外：平行タタキ、内：ナデ （１２．８）

１２ 須恵器 甕 ＳＫＰ１４４３－６層 外：平行タタキ、内：ナデ、１０～１２同一個体か （１３．８）

１３ 須恵器 甕 ＳＫＰ１４４３－６層 外：平行タタキ、内：ナデ、最大径（７４．４） ５０．０ （２３．４）

１４ 砥石 ＳＫＰ１４４３－３層 長さ（７．６）×幅（５．８）×厚さ（５．９）、重量（３００．９ｇ）

１５ 砥石 ＳＫＰ１４４３－３層 長さ９．９×幅３．４×厚さ２．２、重量９２．１ｇ

１１
１０

１４

１５

０ １０㎝１２ （１：２．５）

２０㎝０ １３（１：５）

払田柵跡調査事務所年報２００２
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ＳＫ１４５１土坑（第１２図）
Ｑトレンチ東側、第Ⅲ層面で確認した。ＳＫＩ１４３０Ｂ竪穴状遺構の南壁を切り込んで構築し、ＳＤ

１４３２溝跡に切られる。規模は確認される東西の長さは３．１ｍであり、南北は約１．９ｍとなり、歪な楕円

状を呈する。壁面及び底面は凹凸が著しく、深さは最深で４５㎝となる。

遺物は底面直上より�、土師器・須恵器が少量出土した。

ＳＫ１４２７土坑（第１１図）
Ｒトレンチ北端部、第Ⅳ層面で確認した。土坑の北側は調査区外（道路面）となるため、形状は明

らかではないが、東西の長さは１．４ｍとなる。底部までの深さは約４５㎝。堆積土中には地山粒子や炭

化物をやや多く含み、人為的な埋土と判断される。遺物は須恵器甕、土師器坏（第１１図１）・台付皿・

鍋、羽口、鉄滓などが出土した。

ＳＫ１４２９土坑（第１１図）
Ｒトレンチ北西端部、第Ⅳ層面で確認した。柱穴あるいは溝状遺構と南西側で重複し、かつＳＫ１４

２７同様、その北側は調査区外に及ぶ。従って形状は不明確となるが、一辺・径が９０㎝以上の楕円・円

をなすと考えられる。底部までの深さは４０㎝であり、堆積土の状況はＳＫ１４２７のそれに近似する。遺

物は土師器が破片として数点出土した。

ＳＫ１４２４・１４７５土坑（第１１図）
Ｒトレンチ西部、第Ⅳ層面で検出した。ＳＫ１４２４は径６０㎝、ＳＫ１４７５は径８０㎝程の略円形を呈する。

深さは両者とも１０㎝前後である。遺物はＳＫ１４２４から須恵器長頸壺、土師器坏が少量出土した。

なお両土坑近辺には、Ｏトレンチ北側を含め、径２０～２５㎝規模の柱穴が点在する。これらは建物を

構成する柱穴と思われるが、配置に規則性が認められなかった。

ＳＫ１４７７土坑（第１２図）
Ｏトレンチ北部、第Ⅲ層で確認した。ＳＫＩ１４３０Ａ・Ｄ期の東側壁を切り込んで構築される。規模

は径４０㎝程の略円形を呈する。柱掘形を想定して段下げを行ったが、１０㎝足らずで底面に達した。堆

積土中には炭化物を含むシルト質土が充填され、人為的埋土と判断される。

底面直上から完形の土師器坏が倒立して出土した（第１１図２）。意図的に埋納したと考えられる。

ＳＫ１４７８土坑（第１２図）
Ｏトレンチ北部、第Ⅲ層で確認した。ＳＫＩ１４３０Ｃ・Ｄ期の東側壁を切り込んで構築される。平面

形は径５０㎝程と径約７０㎝の円形土坑が連結したような達磨形を示す。当初、２つの柱掘形と推定して

１０㎝程の段下げを行ったが、重複の有無、柱痕跡は確認できなかった。

遺物は、土師器小片が出土した。

ＳＫ１４２５土坑（第１１図）
Ｏトレンチ中央部、第Ⅲ層で確認した。ＳＫ１４２６と北側で重複し、これに切られる。また東側は調

査区外に及ぶ。規模は現況で、南北の長さ１ｍ、東西の幅が９５㎝となる。深さは２５㎝程であり、壁面・

底面共に小さな凹凸が認められる。遺物は土師器小片、鉄滓が出土した。

ＳＮ１４７４Ａ～Ｄ焼土遺構（第１１図）
Ｒトレンチ北西側、第Ⅳ層面で検出した４箇所の焼土遺構である。いずれも地山漸移層面での火の

使用に伴う酸化面として確認したが、下部への掘り込みはない。規模はＡ～Ｃで径２５㎝前後、Ｄが径
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１０㎝程の略円形を呈する。

ＳＤ１４１０溝跡（第１１図）
Ｏトレンチ中央部、第Ⅲ層で確認した。ＳＫ１４２６と南側で重複し、これに切られる。幅１．１～１．９ｍ

の溝が東西方向に延びるが、東西両端とも隣接するトレンチ内に及ばないことから、その長さは２ｍ

以上３．４ｍ未満となる。深さは１５㎝程で、底面には幅４０㎝前後、深さ１０㎝の溝が東西に掘り込まれる。

溝内より遺物は出土しなかった。

ＳＤ１４２８溝跡（第１１図）
Ｏトレンチ北部、第Ⅲ層上面で確認した。ＳＫＰ１４４３南側を切り込んで東西に延びる。確認された

長さは約２ｍ、幅は２０～３５㎝となる。深さは最深で８０㎝に達する。

遺物は９層内より須恵器甕、土師器坏・甕、瓦の小片、鉄滓が出土した。

ＳＤ１４３２溝跡（第１１・１２図）
Ｑトレンチ中央部で検出した。ＳＫＩ１４３０Ｂ竪穴状遺構とＳＫ１４５１土坑を切り込んで東西に延び

る。確認された長さは５．７ｍであり、西端が北西方向に屈曲する。幅は５０～７０㎝であり、深さは２０㎝

程となる。溝底面は小さな凹凸はあるものの、非常に堅く締まり、ここを通路として使用していたか

のようである。本溝跡はＳＫＩ１４３０Ｃ竪穴状遺構の南壁と約３０㎝の間隔を保ち並行することから、当

該竪穴使用時期に併存していた可能性がある。遺物は土師器破片が少量のみ出土した。

③東部の遺構群（第２１～２７図、巻頭図版２、図版６）
本区域で検出された遺構は、掘立柱建物跡１７棟、竪穴住居跡２軒、土坑２基、溝状遺構１条、焼土

遺構５基である。なお昨年度に遺構確認調査を実施したＪ１トレンチ部では、本年度は建物を構成す

る柱穴と焼土面及び溝状遺構１条（ＳＤ１３２５）のみを精査した。

これらの遺構確認面は、基本的には第Ⅲ層中と考えられるが、近代以降の土地改変（轍跡・硬化面

の形成など）により、同層が失われ、表土下が第Ⅳ層となり、ここで遺構プランが見つかる例が多い。

以下において確認面層序の表記のないものは、削平された第Ⅳ層での検出を指すものとする。

掘立柱建物跡は、現地ではその組み合わせを明確にすることができなかった。従って以下に示す建

物跡は柱筋・柱間を基に図上で復元したものである。ここでは１７棟を示すが、建物に組み入れること

のできなかった柱掘形・柱穴が数多く残り、本来は更に多くの建物が存在していたはずである。

これら建物群の構築時期は、新旧を明らかにできない事例もあるが、いずれも竪穴住居跡を切り込

んでいる。しかし中世の空堀には全て切られる。Ｊ１トレンチ南部では中世陶器も出土するが、柱掘

形・柱穴から該期遺物の出土はない。以上の点から、本項では古代の遺構として報告するが、幾つか

の建物は、中世期に構築された可能性が残る。

建物跡の記述は、柱間構成、重複、平面規模、柱掘形・柱痕跡、軸線方向、その他の順とするが、

柱間寸法は、第２２・２３図の表記（単位ｍ）を参照いただきたい。

また柱掘形埋土は、①：地山粘土と黒褐色シルト質土が斑状に混在するタイプ、②：暗褐色シルト

質土を主とし、地山粘土や炭化物をやや多く含むタイプ、③：黒褐色シルト質土を主とし、地山粘土・

炭化物を少量含むタイプの別がある。①②を示す例が多く、③は少数であるが、特定の建物がいずれ

かのタイプの埋土で占められることはなく、混在する。以下の記述では、③タイプ埋土をもつ柱掘形
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第２１図 第２段整地面：東部の遺構群配置図
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については番号で特定することにする。従って記載のないものは、①②タイプ混在の埋土であること

になる。

ＳＢ１４１５掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐ・Ｔトレンチで検出した桁行３間×梁行２間の南北棟総柱建物跡であり、東側桁行と北側梁行に

それぞれ１間の庇が付く。ＳＩ１４０１・１４２３住居跡と重複し、これを切る。平面規模は、身舎部桁行総

長で７．０ｍ、北側庇部を加えると８．１ｍとなる。身舎部梁行総長は北側柱列で４．９ｍ、東側庇部を加え

ると７．２５ｍ。南側柱列で４．８５ｍ、東側庇部を加えると７．１ｍとなる。柱掘形は、身舎部で径あるいは

一辺が４０～５５㎝の円あるいは隅丸方形を示し、庇部では径３０㎝前後の略円形を呈する。深さはＰ４で

約５０㎝、Ｐ５で７５㎝に達する。柱掘形埋土はＰ１０のみ③タイプとなる。柱痕跡はＰ４・５で明瞭に確

認され、柱の直径は２０㎝前後であった。建物の軸線方向は、西側柱列を基準にすると、Ｎ－１０°－Ｅ

となる。遺物はＰ５掘形より土師器坏小片と鉄滓が出土した。

ＳＢ１４５９掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐ・Ｊ１・Ｔトレンチに跨る桁行２間×梁行２間の南北棟建物跡である。ＳＫ１４２０土坑を切り、Ｓ

Ｄ８７７空堀に切られる。平面規模は、桁行総長・東側柱間で４．８ｍ、西側柱間は推定５．０ｍ、梁行総長

は北側柱列で４．２ｍ、南側柱列は推定４．２５ｍとなる。柱掘形はＰ１で一辺５５㎝、Ｐ２で７０㎝程の隅丸

方形を呈するが、他は径４０～５０㎝程の略円形を示す。柱痕跡はＰ１・２で径２５㎝前後である。建物の

軸線方向は、東側柱列を基準にすると、Ｎ－１８°－Ｗとなる。

ＳＢ１４６８掘立柱建物跡、ＳＮ１４６２焼土遺構（第２３図）
Ｊ１・Ｐトレンチで確認した桁行２間×梁行１間の南北棟建物跡である。ＳＮ１４１３と重複し、これ

を切る。平面規模は、桁行総長は３．４ｍ、梁行総長は、南側柱列は２．０ｍである。柱掘形は径３０～５０㎝

の略円形を呈する。本建物内には、ＳＮ１４６２（長さ６５㎝、幅５０㎝）が位置する。建物の軸線方向は、

東側柱列を基準にすると、Ｎ－２８°－Ｅとなる。

ＳＢ１４１４掘立柱建物跡（第２２図）
Ｊ１トレンチで確認した桁行２間×梁行１間の南北棟建物跡である。ＳＢ１４６３と重複し、これを切

る。平面規模は、桁行総長は４．７５ｍ、梁行総長は１．９ｍである。柱掘形は径４０～５５㎝の略円形を呈す

る。深さはＰ３で６５㎝、柱痕跡は径約２０㎝となる。建物内北部にはＳＮ１４７３（第２７図下、径約４０㎝）

が、南側にはＳＮ１４１３（径約４０㎝）がそれぞれ位置する。建物の軸線方向は、東側柱列を基準にする

と、Ｎ－１０°－Ｗとなる。遺物は南東隅柱であるＰ３内より土師器坏・甕、格子目瓦が出土した。

ＳＢ１４６６掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐ・Ｔトレンチで確認した桁行２間×梁行１間の南北棟建物跡である。ＳＢ１４６７と重複し、これに

切られる。平面規模は、桁行総長・東側柱列で３．７５ｍ、梁行総長は２．２ｍである。柱掘形は径３５～４５

㎝の略円形を呈する。柱痕跡は径２０㎝前後となる。建物の軸線方向は、Ｎ－１０°－Ｅである。

ＳＢ１４６７掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐ・Ｔトレンチで確認した西側柱間２間の建物である。ＳＢ１４６６、ＳＩ１４０１と重複し、これを切る。

西側柱列の長さは４．２ｍであり、柱掘形は径４０㎝前後の略円形となる。Ｐ８掘形埋土のみ③タイプで

ある。建物の軸線方向は、Ｎ－１６°－Ｅである。

ＳＢ１４６１掘立柱建物跡（第２２図、２７図下）

払田柵跡調査事務所年報２００２

－３６－



Ｊ１トレンチで確認した桁行３間×梁行２間（東側１間）の東西棟建物である。平面規模は、桁行

総長・北側柱列で３．９ｍ、南側柱列で４．０ｍとなる。梁行総長・西側柱列で２．４ｍ、東側柱列で２．３ｍと

なる。柱掘形は径あるいは一辺が４０㎝前後の略円形、隅丸方形を呈する。Ｐ１・２掘形埋土が③タイ

プを呈する。建物内東側にはＳＮ１４６２が位置する。建物の軸線方向は、Ｎ－１５°－Ｅである。

ＳＢ１４０６掘立柱建物跡（第２２図）
Ｊ１トレンチで確認した桁行２間×梁行１間の東西棟建物である。平面規模は、桁行総長・北側柱

列で３．７ｍ、南側柱列で３．８ｍとなる。梁行総長は２．１ｍとなる。柱掘形は径あるいは一辺が２５～５０㎝

の略円形、隅丸方形を呈する。建物内にはＳＮ１４１２が位置する。建物の軸線方向は、Ｎ－１５°－Ｅで

ある。南西隅柱であるＰ４内より須恵器坏（第２７図６）、土師器坏片が出土した。

ＳＢ１４６５掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐトレンチ東側で確認した桁行２間×梁行１間の東西棟建物である。ＳＩ１４０１を切り、ＳＢ１４６９、

ＳＫ１４４４に切られる。平面規模は、桁行総長は４．５ｍ、梁行総長は東側柱列で３．２ｍ、西側柱列で３．２５

ｍとなる。柱掘形は径あるいは一辺が４０～５５㎝の略円形、隅丸方形を呈する。建物の軸線方向は、Ｎ

－Ｓである。

ＳＢ１４６０掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐトレンチ北西側で確認した桁行２間×梁行２間の東西棟建物である。平面規模は、桁行総長は５．

０５ｍとなる。梁行総長・東側柱列４．７５ｍとなる。柱掘形は径４０㎝前後の略円形を呈する。建物の軸線

方向は、Ｎ－１５°－Ｅである。

ＳＢ１４２３掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐ・Ｔトレンチで確認した桁行２間×梁行１間の東西棟建物である。ＳＫ１４４４・１４２０を切る。平面

規模は、桁行総長は５．２ｍ、梁行総長は東側柱列で２．３ｍとなる。柱掘形は径４０～５０㎝の略円形を呈す

る。建物の軸線方向は、Ｎ－１５°－Ｅである。

ＳＢ１４７２掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐ・Ｔトレンチで確認した桁行２間×梁行１間の東西棟建物である。ＳＫ１４２０を切る。平面規模は、

桁行総長・北側柱列で４．５ｍ、南側柱列では４．５５ｍとなる。梁行総長は１．２ｍとなる。柱掘形は径３５～

４０㎝の略円形を呈する。建物の軸線方向は、Ｎ－１５°－Ｅである。

ＳＢ１４７１掘立柱建物跡（第２３図）
Ｐ・Ｔトレンチで確認した１間四方の建物跡である。ＳＢ１４１５に切られる。平面規模は、南側柱列

２．４ｍ、西側柱列２．３５ｍとなる。柱掘形は径３５～４５㎝の略円形となり、深さはＰ３で４０㎝となる。建

物の軸線方向は、Ｎ－１２°－Ｅである。

ＳＢ１４６９掘立柱建物跡（第２３図）
Ｐトレンチ北東側で確認した１間四方の建物跡である。ＳＢ１４６５を切る。平面規模は、北側柱列で

２．３５ｍ、南側柱列が２．２５ｍ、東側柱列が２．０ｍ、西側柱列が２．０５ｍとなる。柱掘形は径が３５～５０㎝の

円・楕円形となる。Ｐ２掘形埋土が③タイプを呈する。建物の軸線方向はＮ－６°－Ｗとなる。

ＳＢ１４６３掘立柱建物跡（第２２図）
Ｊ１トレンチで確認した１間四方の建物跡である。ＳＢ１４１４に切られる。平面規模は、北側柱列で

１．８５ｍ、南側柱列が１．９５ｍ、東側柱列が２．１ｍ、西側柱列が２．２５ｍとなる。柱掘形は径が３０㎝前後の
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第２２図 東部の遺構群：掘立柱建物跡（１）

Ｐ１７ Ｐ１８Ｐ１６ ２．３２．６
４．２

Ｐ７ ＳＤ８７７１．１ １．１ Ｐ１２．８

２．３５２．６ Ｐ１２．３ Ｐ１３Ｐ９ Ｐ１０ ２．４

２．５ ２．５２．５ Ｐ６
３．４

Ｐ２
２．４２．５５Ｐ８ ２．３ Ｐ２ （２．２）（調査区外）Ｐ１１

Ｐ１４
２．４ ２．４ ＳＢ１４１５Ｐ６（２．４）

２．５（１．７５）（Ｐ５）（ベルト） Ｐ４ Ｐ３Ｐ１２
ＳＢ１４５９（Ｐ３）

（２．３）２．５Ｐ７ （５．０５）
３．５２．１ ２．１ （２．１） Ｐ１

（調査区外）
Ｐ６ ２．５２．５５

２．２５２．３ Ｐ１５Ｐ５ Ｐ４ＳＢ１４５９Ｐ４ （４．８）
ＳＢ１４１５

Ｐ２ＳＢ１４２３Ｐ５ ２．４ ２．２５
２．８ Ｐ１Ｐ６

ＳＤ８７７（２．２５） （ベルト）
Ｐ１２Ｐ１１

２．３５２．１５ ２．３ ２．４Ｐ７ Ｐ３２．６５ Ｐ４Ｐ５１．２ １．２Ｐ３ ＳＢ１４６０（Ｐ４） ２．８５（２．４）
Ｐ２ ＳＢ１４１４ ＳＢ１４６９Ｐ３Ｐ５Ｐ１０ ２．２ （Ｐ６）２．３５ （１．９）Ｐ９ Ｐ８

ＳＢ１４７２ ２．２５ Ｐ６ ２．２５Ｐ１
ＳＮ
１４７３

Ｐ１
２．５

Ｐ６Ｐ５ １．８５ （２．５）１．８５ Ｐ１ ３．２３．２５Ｐ７Ｐ１０ １．８５ＳＮ１４１２
２．１

２．１ Ｐ５
Ｐ２

２．６１．９２．２５ ２．１５ ２．２５２．１ Ｐ３Ｐ４ Ｐ２ＳＮ１４１３１．９１．９ ＳＢ１４６５Ｐ８Ｐ２ Ｐ９ １．９５Ｐ４ Ｐ３
Ｐ９ＳＢ１４０６ Ｐ１Ｐ６１．９ ２．２Ｐ３Ｐ４

ＳＢ１４６３Ｐ９Ｐ８
２．２５１．８５１．１５ １．３５１．４ Ｐ１Ｐ７ ２．１２．３ＳＮ

１４６２１．２５ Ｐ１Ｐ２ Ｐ２ Ｐ８
Ｐ５２．３ （ベルト）

Ｐ６ １．１５
１．９５１．９１．１５１．７５ （調査区外）１．１

１．６Ｐ２Ｐ４ ＳＢ１４６４Ｐ５ Ｐ３ Ｐ７２．２ＳＢ１４６１
０ ５ｍ（１：１００） Ｐ４ ＳＢ１４６６ ＳＢ１４６７Ｐ３
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第２３図 東部の遺構群：掘立柱建物跡（２）、ＳＫ１４２０土坑

（Ｐ６） （２．５）（１．９５） Ｐ４２．３５ ２．３５Ｐ１ Ｐ４ Ｐ１Ｐ１ Ｐ４
（１．８５） ＳＮ１４６２ １．７１．８５ １．７５２．０５ ２．０

（２．２）２．３５Ｐ５
Ｐ３ ＳＢ１４１５

Ｐ５
Ｐ２

Ｐ３ ２．１５Ｐ２Ｐ２
２．２５ ＳＢ１４７０ ２．４ Ｐ２ＳＢ１４６５Ｐ６１．５５ １．５５ Ｐ３ ＳＢ１４７１ＳＢ１４６９

２．０ ２．５ｍ０Ｐ３Ｐ４ （１：１００）ＳＢ１４６８

ＢＡ １８２０ Ⅲ ４Ⅲ３９，９００m

Ⅱ１７ＳＩ１４０１ ８ⅢⅢ ⅢⅣ ９ ９Ⅳ Ⅳ１２ １１１１３１９Ⅳ ２２１ １４ ５１０ ６１５
３

１６ ７

ＳＢ１４６７
Ｐ８

ＳＢ１４６６
Ｐ２

ＳＢ１４１５
Ｐ１２

ＳＢ１４７２
Ｐ１２

ＳＢ１４６６
Ｐ５

ＨＤ Ｆ ＧＥＣ ３９，７００m３９，８００m ３９，９００m２８
２２２５ ３３２９ ３２２３２４

３４
３１２７ ３１２６ ３０２７

３５ １ｍ０３６ （１：４０）

ＳＢ１４１５
Ｐ４

ＳＢ１４７１
Ｐ２ ＳＢ１４６３

Ｐ８
ＳＢ１４１４
Ｐ３ＳＢ１４１５

Ｐ５
ＳＢ１４７１
Ｐ３ 掘立柱建物跡

１：黒褐色シルト質土（１０YR３／１）地山粒子・炭化物ごく少量含む
２：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子少量含む、ボソボソする
３：黄褐色粘土（１０YR５／６）地山粘土ブロック
４：黄褐色粘土（１０YR５／６）地山粘土ブロック
５：暗褐色シルト質土（１０YR３／３）地山粒子斑状に多く含む
６：暗褐色シルト質土（１０YR３／４）地山粒子斑状に多く含む
７：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子少量含む
８：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子ごく少量含む
９：褐色シルト質粘土（１０YR４／４）地山粘土小ブロック多く含む
１０：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子少量含む
１１：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０YR４／３）地山粘土小ブロック斑状に多く含む
１２：黒褐色シルト質土（１０YR２／３）浅い土坑か、地山粒子少量含む
１３：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）P２掘形を切る柱穴
１４：黒褐色シルト質土（１０YR２／３）地山粒子ごく少量含む
１５：暗褐色シルト質土（１０YR３／３）地山粒子斑状に多く含む
１６：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子ごく少量含む
１７：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子少量含む
１８：暗褐色シルト質土（１０YR３／４）地山粒子斑状に多く含む
１９：黒褐色シルト質土（１０YR３／１）地山粒子少量含む
２０：黒褐色シルト質土（１０YR２／３）地山粒子少量含む
２１：暗褐色シルト質土（１０YR３／４）地山粒子斑状に多く含む、ボソボソする
２２：黄褐色粘質土（１０YR５／６）地山粘土が主となりシルト質土が混入
２３：黒褐色シルト質土（１０YR２／２）地山粒子ほとんど含まず
２４：黒褐色シルト質土（１０YR３／１）底面堅く締まる、柱圧痕
２５：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０YR４／３）地山粘土小ブロック斑状に多く含む
２６：黒褐色シルト質土（１０YR３／１）地山粒子ごく少量含む、ボソボソする
２７：黒褐色シルト質土（１０YR２／２）地山粒子やや多く含む
２８：黒褐色シルト質土（１０YR２／３）地山粒子やや多く含む
２９：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子少量含む
３０：黒色シルト質土（１０YR２／１）地山粒子ごく少量含む
３１：黒褐色シルト質土（１０YR２／２）地山粒子やや多く含む
３２：暗褐色シルト質土（１０YR３／４）地山粒子斑状に多く含む
３３：黒褐色シルト質土（１０YR２／３）地山粒子やや多く含む
３４：黒褐色シルト質土（１０YR３／１）地山粒子ごく少量含む
３５：黒褐色シルト質土（１０YR３／２）地山粒子少量含む
３６：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０YR４／３）地山粘土小ブロック斑状に多く含む

Ｉ ＪＳＫ１４２０４０，７００m

２ １

３

ＳＫ１４２０
１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）地山粘土小ブロック少量含む
２：黄褐色粘質土（１０ＹＲ５／８）地山粘土二次堆積層
３：黄褐色粘質土（１０ＹＲ５／６）地山粘土二次堆積層
※全体に締まりなく、ボソボソする、人為的堆積層
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略円形となる。深さはＰ８で約３０㎝である。建物の軸線方向はＮ－１０°－Ｗとなる。

ＳＢ１４７０掘立柱建物跡（第２３図）
Ｊ１トレンチで確認した１間四方の建物跡である。平面規模は、北側柱列で２．３５ｍ、南側柱列が２．

１５ｍ、東側柱列が１．７５ｍ、西側柱列が１．７ｍとなる。柱掘形は径が３５～４０㎝の略円形となる。建物の

軸線方向はＮ－Ｓとなる。

ＳＢ１４６４掘立柱建物跡（第２２図）
Ｐトレンチ南西側で確認した北側柱間１間の建物跡である。ＳＤ８７７空堀跡に切られる。柱間は２．３

ｍであり、柱掘形は一辺が５０～６０㎝の隅丸方形を呈する。建物の軸線方向はＮ－１０°－Ｗとなる。

ＳＩ１４０１竪穴住居跡（第２４・２５図、図版７）
Ｐトレンチ東端からＭ１トレンチにかけての第Ⅲ層上面で確認した。西側壁を切り込んでＳＢ１４１５

建物跡Ｐ１４、ＳＢ１４６７建物跡Ｐ９が構築される。竪穴の規模は南北３．９５ｍ、東西３．２ｍの隅丸方形を

呈する。床面までの深さは４０～５０㎝となる。平坦で堅く締まる床面上には、３箇所で焼土面が見つかっ

た他に、明確な柱穴・壁溝はない。そこで壁面や周囲を精査した結果、竪穴の外側に柱が配される構

造と推測した。

柱穴配置は、南北に２間、東西に１間で竪穴部を覆う。さらに北壁柱列から北側に、もう１間分の

張り出しが伴う。いわゆる竪穴住居に掘立柱建物が併設される施設と考えることができる。柱間距離

での規模は、竪穴部で南北３．９５ｍ、東西３．３ｍ、掘立部で南北２．４～２．６ｍ、東西は３．２～３．３ｍとなる。

各柱穴は径が２５～４５㎝程であり、東側壁中央のＰ２は壁面を切り込んで構築している。柱列の軸線方

向はＮ－５°－Ｗとなる。竪穴内の堆積土は１２層に分けられるが、基本的に人為的埋土であり、各層

共に堅く締まる。

焼土面は、東壁北寄り（Ａ）、北壁中央部（Ｂ）、中央部（Ｃ）の３箇所で確認した。配置から見て

Ａ・Ｂはカマド火床面、Ｃは地床炉であったと推測される。

カマドＡは、長さ９０㎝、幅７０㎝程の焼土面として確認した。火熱を受けた角礫が１点焼土中に立っ

ており、位置的にはカマド左袖部の芯材であった可能性がある。なお焼土を篩いにかけたところ炭化

米（３５粒）・種子が出土した。Ｂは北側壁中央に接する位置、床面直上で検出した。カマド本体は破

壊され、火床の基底部のみ残存する。このことからカマドは当初Ｂが作られ、これを廃棄後にＡを構

築したと類推される。Ｃも床面直上で検出し、一辺が８０㎝程となる。

遺物（第２５図）は、４層内及び床面直上から多く出土した。須恵器坏（２～４）・台付坏（５）・

蓋（６）・甕（８）、土師器坏（１・７）・甕・鍋（９）、鉄鎌（１０）・鉄滓、砥石（台石片）がある。

１は赤褐色を呈し、焼成良好な土師器坏で、底面に回転ヘラ切り痕を留める。体部下端にはケズリ調

整が加わる。１０は床面直上出土の鉄鎌で、すぐ側から鉄滓が共伴した。

ＳＩ１４２３竪穴住居跡（第２４・２６図、図版８）
Ｐトレンチ中央やや西側、近代の轍跡・硬化面と重複する焼土遺構（ＳＮ１３９１）として確認した。

精査の結果、焼土面が支脚を伴うカマド火床面であり、壁・壁溝の一部が検出されたことから竪穴住

居と判断した。なお本竪穴周辺には、数多くの建物柱穴と重複する位置関係にあたるが、明らかにＳ

Ｎ１３９１を切り込んで構築されるＳＢ１４１５・１４６６建物跡掘形を除くと新旧は不明である。
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第２４図 ＳＩ１４０１・１４２３竪穴住居跡、ＳＮ１３９１・１３９２焼土遺構、ＳＫ１４４４土坑

Ｐトレンチ
Ｐ８ Ｐ９

Ｐ７

ア Ｐ１
Ｐ６

ＡＳＮ１３９２ＳＮ１３９１ Ｂ

エ
ＳＤ８７７

Ｐ２
Ｐ５

ＣＳＫ１４４４
ＳＩ１４２３

ウ
Ｄ

イ Ｐ３（Ｐ４）
ＳＩ１４０１ Ｍ１トレンチＳＫ１４２０

４ｍ０Ｔトレンチ （１：８０）

ＳＩ１４０１ イア
３９，９００m １ 焼土面Ⅱ

２３ ５ ４９８ 火山灰の分布１２ １０ １１ ６７ⅣⅢ

ＳＮ１３９１ エウ
４０，５００m 支脚

１２ ２ｍ０ （１：４０）

ＳＩ１４０１
１：黒褐色シルト質土（７．５ＹＲ３／２）上面堅く締まる（ＳＭ１３９０轍跡）
２：褐色シルト質土（７．５ＹＲ４／３）炭化物ごく少量含む
３：黒褐色シルト質土（７．５ＹＲ３／２）炭化物ごく少量含む
４：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）焼土・炭化物粒子少量、地山粘土粒子ごく少量含む
５：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）焼土・炭化物・地山粘土粒子少量含む
６：黒色シルト質土（１０ＹＲ２／１）炭化物・地山粘土粒子ごく少量含む
７：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）地山粒子を大量に、焼土・炭化物粒子ごく少量含む
８：黒褐色シルト質土（７．５ＹＲ２／２）焼土・地山粘土粒子少量、炭化物ごく少量含む
９：黒褐色シルト質土（７．５ＹＲ３／２）焼土・炭化物・地山粘土粒子ごく少量含む
１０：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）炭化物少量含む
１１：暗赤褐色焼土（５ＹＲ３／６）
１２：赤褐色焼土（５ＹＲ４／６）
※８～１０層を除き、全体に堅く締まる

ＳＮ１３９１
赤褐色焼土（２．５ＹＲ４／６）
１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）炭化物少量含む
２：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
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第２５図 ＳＩ１４０１竪穴住居跡出土遺物

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 土師器 坏 ＳＩ１４０１ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→体部下半ケズリ、器面あばた状に剥落 １１．３ ６．０ ４．４ ０．５３ ３８．９ ２１

２ 須恵器 坏 ＳＩ１４０１ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．４ ７．３ ３．２ ０．５４ ２７．６ ３７

３ 須恵器 坏 ＳＩ１４０１ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り、体部を打ち欠き、内面底部に擦面 ６．４（１．９）

４ 土師器 坏 ＳＩ１４０１ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り １２．３ ４．８ ３．６ ０．３９ ２９．３ ３９

５ 須恵器 台付坏 ＳＩ１４０１ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→付高台 ７．７（２．７）

６ 土師器 蓋 ＳＩ１４０１ 内外：ロクロ調整、天井部ケズリ、周縁部打ち欠き （３．０）

７ 土師器 坏 ＳＩ１４０１床面 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り→底部～体部下半まで回転ケズリ調整 ５．４（０．９）

８ 須恵器 甕 ＳＩ１４０１ 外：平行タタキ、内：青海波アテ具 （１２．３）

９ 土師器 鍋 ＳＩ１４０１ 整形時ロクロ使用、外：ケズリ、煤状炭化物付着 （１０．５）

１０ 鉄製品 鎌 ＳＩ１４０１床面 長さ１９．２×幅２．０～２．７×厚さ０．２、柄部側欠損

２
１

（擦面）

３

４
５

６

７

８

１０㎝０ （１：２．５）９
１０
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第２６図 ＳＩ１４２３竪穴住居跡、ＳＮ１３９２焼土遺構出土遺物

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 土師器 甕 ＳＩ１４２３カマド支脚転用 内外：ロクロ調整、被熱 １３．９ （１２．５）

２ 須恵器 台付坏 ＳＮ１３９１＋ＳＩ１４０１ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→付高台、体部に２条の沈線 １６．７ ８．５ ７．９ ０．５１ ４７．３ ２１

３ 須恵器 坏 ＳＮ１３９１（ＳＩ１４２３内） 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １２．９ ７．３ ３．０ ０．５７ ２３．３ ３０

４ 須恵器 甕 ＳＮ１３９２ 外：平行タタキ、内：ロクロナデ （５．０）

２

１
３

０ １０㎝（１：２．５）

４

ＳＩ１４２３竪穴住居跡カマド
（ＳＮ１３９１）

支脚（土師器甕）出土状況
（北東→）

第２６図１に掲載
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第２７図 ＳＫ１４４４土坑・ＳＢ１４０６建物跡出土遺物

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 須恵器 坏 ＳＫ１４４４ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．４ ６．９ ３．４ ０．５１ ２５．４ ３６

２ 須恵器 坏 ＳＫ１４４４ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．０ ７．０ ３．８ ０．５４ ２９．２ ３４

３ 須恵器 坏 ＳＫ１４４４ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．９ ８．２ ３．７ ０．５８ ２６．６ ３０

４ 須恵器 蓋 ＳＫ１４４４ 内外：ロクロ調整、切り離し：回転ヘラ切り、天井部ケズリ １２．８ ３．０

５ 土師器 坏 ＳＫ１４４４ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り １２．４ ４．４ ４．２ ０．３５ ３３．９ ３４

６ 須恵器 坏 ＳＢ１４０６Ｐ６ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １２．８ ８．４ ３．２ ０．６６ ２５．０ ２７

１ ２
４

６

１～５：ＳＫ１４４４
６：ＳＢ１４０６Ｐ４

０ １０㎝
（１：２．５）３

５

Ｊ１トレンチ北部
上：ＳＢ１４６１建物柱掘形（Ｐ８）
下：ＳＮ１４７３焼土遺構

ＳＫ１３４９土坑上面に構築

払田柵跡調査事務所年報２００２
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竪穴は南西隅部を起点として、南側の壁・壁溝の長さ約３ｍ、西側壁溝の長さ１ｍ程を確認した。

ＳＮ１３９１の広がり、支脚の位置から、竪穴は一辺が３ｍ以上で３．５ｍ前後の方形を呈すると推測され

る。壁溝の幅は１５～２０㎝、深さは約１０㎝である。南側壁東寄りに一部残存する壁の立ち上がりは約１５

㎝である。ＳＮ１３９１は、長さ２．３ｍ、幅１．４５ｍの広がりをもつ。焼土中の東寄りには土師器甕（第２６

図１）を倒立させており、現位置を保った転用支脚と判断される。また南壁に接する位置には長さ５０

㎝、幅４０㎝程の焼土面（Ｄ）が存在する。これもＳＩ１４０１カマドＢ同様に南壁沿いに置かれたカマド

火床面の可能性があり、ＳＮ１３９１前段階のカマドとも思われる。本竪穴に伴う柱穴、その他の施設の

有無は不明である。

支脚とした甕以外には、ＳＮ１３９１周辺から須恵器台付坏（２）・坏（３）・甕、土師器坏・甕が出

土した。２はＳＩ１４０１堆積土中出土個体と接合したものである。

ＳＮ１３９２焼土遺構・ＳＫ１４４４土坑（第２４・２７図、図版８）
Ｐトレンチ中央やや東側、近代の轍跡・硬化面と重複する形で焼土の広がり（ＳＮ１３９２）と火山灰

の分布を確認した。硬化面形成に伴う土壌汚染により、焼土・火山灰と近接する建物掘形・柱穴との

新旧関係は明確にできなかった。ただＳＢ１４６６を構成する柱穴（Ｐ１）は、焼土面を切り込んで構築

される。焼土内より、須恵器坏・蓋・甕（第２６図４）、土師器坏・甕が出土した。

ＳＫ１４４４はＳＮ１３９２の南側に位置し、焼土面周辺を精査した段階、第Ⅲ層下面で確認した。複数の

建物掘形と重複するが、新旧関係は旧い順に、ＳＢ１４６５Ｐ３→ＳＫ１４４４→ＳＢ１４２３Ｐ１・ＳＢ１４６６Ｐ

２となる。規模は東西約２．５ｍ、南北が１．５ｍ程の楕円状を呈するが、北東側のプランは明らかにでき

なかった。深さは１５㎝前後である。

遺物（第２７図）は、須恵器坏（１～３）・蓋（４）・甕、土師器坏（５）・甕が出土した。

両者はＳＩ１４０１とＳＩ１４２３に挟まれる位置にあり、特にＳＮ１３９２はＳＮ１３９１と同質の焼土面である

ことから、ＳＮ１３９２をカマドとする住居が存在していた可能性がある。

ＳＫ１４２０土坑（第２１・２３図）
Ｔトレンチ西端部、第Ⅲ層で確認した。少なくとも４棟の建物掘形と重複し、いずれにも切られる。

ＳＢ１４１５Ｐ６、ＳＢ１４２３Ｐ３、ＳＢ１４５９Ｐ３・４、ＳＢ１４７２Ｐ９・１０である。その規模は、東西が約

２．３ｍ、南北は土坑北端がＰトレンチ南端で確認されなかったことから、２．７ｍ以上３．１ｍ未満となる

歪な円形を呈すると思われる。深さは確認面より８５㎝に達するが、壁面・底面共に凹凸が著しい。堆

積土はその堆積状況から、明確に人為的な埋土と判断される。遺物は出土しなかった。

ＳＤ１３２５溝状遺構（第２１図、図版１２）
Ｊ１トレンチ南部、第Ⅲ層面で確認した。そのプランは、第１１９次調査時に土坑として検出してお

り、今回精査を実施した。規模は、確認面での幅が１．７ｍ前後、長さは４．２ｍ以上の長円状を呈する。

深さは南側で４５㎝となるが、北側では１０㎝未満となる。軸線方向はＥ－Ｗを指し、ＳＤ８７７空堀跡と

直交する位置関係にある。

堆積土は７層に分けられる。最上層は地山粘土の二次堆積土であり、堅く締まることと、その位置

から、ＳＤ８７７空堀の内側（西側）に存在したであろう土塁（ＳＦ１３００）盛土であったと推測される。

遺物は、底面直上および５層中より土師器坏・甕、須恵器坏破片が、確認面上及び２・３層内では

中世陶器がそれぞれ出土した。このことから、遺構自体は古代において構築されたものであり、中世
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期には土塁盛土に覆われたと判断される。

ＳＮ１４１２・１４１３・１４６２・１４７３焼土遺構（第２１～２３図、２７図下）
Ｊ１トレンチ、第Ⅲ層面で検出した。ＳＮ１４１２は長さ１．２ｍ、幅１ｍ程の不整円形の焼土面が確認

され、ＳＢ１４０６内に収まる位置となる。ＳＮ１４１３は径３５ｃｍ程の略円形の焼土面である。ＳＢ１４１４・

１４６３内に収まる位置にあたる。ＳＮ１４６２は長さ６０㎝、幅５０㎝程の略円形を呈する。ＳＢ１４６１・１４６８内

に収まる位置となる。ＳＮ１４７３は、ＳＫ１３４９（第１１９次検出）埋土最上位に構築される。径４０ｃｍの

略円形の焼土面であり、ＳＢ１４１４内北側に位置する。

（３）第３～６段整地面検出の遺構と遺物
①：第３・４段整地面

第３段整地面での検出遺構はない。昨年度の調査事例ではＪ２トレンチ南端、ＳＫ１３５４が該当する。

第４段整地面の遺構は、Ｋトレンチ内で検出された１遺構のみである。

ＳＫＩ１３８９竪穴状遺構（第２９・３１図）
第Ⅲｂ層を掘り込み面とする竪穴状遺構である。遺構の西側部を検出し、現況での長さは３．３ｍ、

幅は１ｍ、深さは２５～３０㎝となる。堆積土は６層に分層される。

遺物は須恵器坏（１～３）、土師器坏・甕が出土した。

②：第５段整地面

本整地面の遺構は、Ｋトレンチ内で検出された１遺構のみである。

ＳＤ１４０５溝跡（第２９図）
整地面北端部で確認した硬化面をもつ溝状の遺構である。第６段整地面南端にあたるＳＤ１４０４の南

約３ｍに位置する。東西方向に延びる溝状プランは、幅１．１ｍ程であり、第Ⅱ層除去後の第Ⅲｂ層上

面で検出した。溝の両端からそれぞれ幅２０～３０㎝の範囲が特に硬化しており、ＳＤ１４０４Ａ（硬化面）

同様に道路跡であった可能性がある。

本遺構の構築面は、土層観察により第Ⅲａ層上面と判断されるが、掘り込みあるいは使用に伴い、

溝部分のみ同層が消滅している。同層が掘り込み面とすれば、層序としては、ＳＤ１４０４Ａより後出と

なる。なお本溝確認箇所は、現地表でも東西方向に僅かに窪んでいる。

③：第６段整地面

本整地層面の遺構は、ＳＤ１４５８のみＭ２トレンチ、他は全てＫトレンチで検出された。北端部より

概観する。

ＳＫ１４０２土坑（第３０図右）
整地面北端部、丘陵部最先端部で確認した土坑である。次のＳＤ１３９７溝跡と後述の沖積地面で検出

したＳＤ１３９５溝跡に挟まれる位置関係となる。土坑の規模・形状は不明確であるが、本整地面の先端

部を構成する整地面（ａ～ｅ層）形成以前に構築された施設となる。遺物は土師器坏が出土した。

ＳＤ１３９７溝跡（第３０図右、図版１１）
整地面北端部で検出した東西方向の溝跡である。精査の結果、土層図でＡ層とした整地層（盛土）

を掘り込み面とする幅９０㎝前後、深さ約６０㎝の溝跡と判明した。出土した遺物はない。

ＳＫＩ１４００竪穴状遺構（第３０図左）

払田柵跡調査事務所年報２００２
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第２８図 Ｍ２トレンチ遺構配置図・土層図

Ｍ２トレンチにおける整地層
の堆積状況
整地層は、第Ⅲ層と第Ⅱ層の間に形

成される。最初は、第Ⅲｂ層の上にｈ
層が水性堆積する。層厚２０㎝前後であ
り、中に火山灰が筋状に入る。火山灰
の存在により、本区域の整地層形成の
上限時期が１０世紀前葉となる。その
後、人為堆積となるｇ層がｈ層の上に
のる。次後、おそらく土砂流失という
天災に見舞われ、北側（土層図の上・
左側）では地山面まで露出する事態と
なる。この後、ｉ～ｍ層が水性堆積で
形成される。次いで人為堆積層ｎ・ｏ
層が上にのる。ここでｇ層形成時の高
さまで復元された形となる。その後、
最大層厚４０㎝のｆ層が人為堆積する。
ここには炭化物などと共に遺物が多く
含まれ、遺物包含層をなす。ｆ層の上
層には順にｅ～ａ層が人為的・帯状に
形成される。

Ａ
３７
，６００
m

９２

ｉ

ＫＬｋ
ｊ

ｏ

ＫＫ

ｍ

ＳＤ１４５８ｌⅢ
a

ｎ

Ⅰ

ＫＪｈ

ａ：暗褐色シルト質粘土（７．５ＹＲ３／３）
堅く締まる

ｂ：褐色粘質土（７．５ＹＲ４／３）
ａ層中に幅５㎝程の帯状に入る、ａ
層より堅く締まる

ｃ：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／４）
幅１０㎝前後の帯状に入る。堅く締ま
り、貼床状

ｄ：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
地山粘土・炭化物斑状にやや多く含
む

ｅ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）
炭化物多く含む

ｆ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）
地山粘土・炭化物斑状にやや多く含
む、遺物包含層

ｇ：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）
地山粘土がブロック状に入る

ｈ：極暗褐色シルト質土（７．５ＹＲ２／３）
火山灰を帯状に含む、地山粒子・炭
化物ごく少量含む

ｉ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）
第Ⅲ層の二次堆積層か、水性堆積

ｊ：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０ＹＲ
４／３）
地山粘土の二次堆積層、帯状に入る

ｋ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）
第Ⅲ層の二次堆積層か、水性堆積

ｌ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）
水性堆積

ｍ：褐灰色シルト質土（１０ＹＲ４／１）
水性堆積

ｎ：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
地山粘土やや多く含む、人為堆積

ｏ：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）
地山粘土やや多く含む、人為堆積

※第Ⅰ・Ⅱ・Ⅲａｂ層は、Ｕトレンチで
示した（第７図）基本層序に対応する。

Ⅱ

Ⅲ
b ｇ

ＫＩ

Ｓ
Ｄ
１４５８

ｈ ｆ

ＫＨ

ｄ

土層図

ＫＧ
Ｂ

Ⅲ
b ｈ b

ＫＦ

ａ

ｅ

ＫＥ

ｃ

０ Ⅱ

ＳＫＴ１４０３Ⅲ
a ０

ＫＤ
（１：８０）

９２ ＫＣＢ

４ｍ ５ｍ
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第２９図 Ｋトレンチ全体図、遺構配置図（１）
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第３０図 Ｋトレンチ遺構配置図（２）

８７ ３６
，３００
m

８６

ＫＲ

ＬＨ

SKI１４００ Ⅰ

ｆ ｈｇ

１

ＫＱ ５
３

８７
柱
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１７１３ SK１３９９ SD１３９５ ６
１６ ２

１２ １５１４

Ａ
ＫＰ２ ６

SN１３８７

７

２ ＬＦ４

Ｄ５ ｃ

１ SN１３８８８８

８
９

SK１４０２Ｅ３ Ｃ ｄ

１０

９ ｅ
８ ＫＯ ｂ

ａ

Ⅲ

ＬＥ １１ １０

Ⅰ

SD１３９７ ａ
Ⅱ

SK１４０９

Ⅰ

SK１４０８ ＫＮ
SK１４０７ Ⅳ

ＬＤ
SK１４５７

８６

Ⅳ

３６
，６
００
m ＫＭ

SKT１３９８
８８ ＬＣ

（堆積土の註記は第３４図下に掲載）
炭化物の広がり焼土面 ４ｍ０ （１：８０）
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第３１図 ＳＫＩ１３８９・ＳＫＩ１４００竪穴状遺構出土遺物

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 須恵器 坏 ＳＫＩ１３８９ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １２．１ ７．８ ３．２ ０．６４ ２６．４ ２７

２ 須恵器 坏 ＳＫＩ１３８９ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．７ ７．０ ３．５ ０．５１ ２５．５ ３６

３ 須恵器 坏 ＳＫＩ１３８９ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．８ ６．４ ３．５ ０．４６ ２５．４ ３２

４ 須恵器 坏 ＳＫＩ１４００ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り、煤状炭化物付着 １２．０ ７．６ ３．８ ０．６３ ３１．７ ２０

５ 瓦 平瓦 ＳＫＩ１４００ 凸面：正格子タタキ、凹面：布目

１ ２ ３

０ １０㎝
（１：２．５）

１～４

１～３：ＳＫＩ１３８９
４・５：ＳＫＩ１４００

４

１０㎝５ ０
（１：３）

５のみ

左：第４段整地面で確認したＳＫＩ１３８９竪穴状遺構（左手前、北西→）
右上の一段高い面が第３段整地面となる

右：遺物出土状況（第３１図１）
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第３２図 ＳＫ１３９９Ａ～Ｄ土坑出土遺物

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 須恵器 坏 ＳＫ１３９９Ｄ 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り、底部「舎」墨書 １２．７ ７．６ ２．９ ０．６０ ２２．８ ３２

２ 須恵器 甕 ＳＫ１３９９Ｄ 甕底部外面：平行タタキ （４．４）

３ 須恵器 甕 ＳＫ１３９９Ｄ 外：平行タタキ、内：平行（縄目）アテ具 （１４．０）

４ 瓦 平瓦 ＳＫ１３９９Ｄ 凸面：正格子タタキ、凹面：布目、黄白色を呈し、焼成ややあまい

５ 瓦 平瓦 ＳＫ１３９９Ｄ 凸面：正格子タタキ、凹面：布目、黄白色を呈し、焼成ややあまい

１
２

３

４
０ １０㎝（１：２．５） ５
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Ｋトレンチ中央部、第Ⅲ層で確認された。ＳＫ１３９９の北側に位置し、これに切られる。北側壁の立

ち上がりを確認でき、残存する南北の長さは約４ｍとなる。壁高は１０～１５㎝にすぎない。床面は平坦

となるが、柱穴その他の掘り込みは一切ない。

遺物（第３１図）は、須恵器坏（４）、土師器坏・甕、格子目瓦片（５）が出土した。

ＳＫ１３９９Ａ～Ｄ土坑、ＳＮ１３９９Ｅ・１３８７・１３８８焼土遺構（第３０図左、図版９・１０）
Ｋトレンチ中央部、第Ⅲ層で検出された。遺構確認段階では、南北方向の長さが５ｍ程の竪穴と２

基の焼土遺構の重複と見ていたが、精査の結果、竪穴としたものは、小柱穴を除くとＡ～Ｅからなる

大小の土坑・焼土の複合遺構であることが判明した。新旧関係は明確で、旧い方からＣ→Ｄ→Ｅ、Ａ

→Ｂ→Ｄ→Ｅとなり、Ｃ・Ｅを除く３遺構は、第Ⅲ層下位を掘り込み面とする。確認された規模・形

状は次の通り。Ａは、南北の長さが２．３ｍ、深さ５０ｃｍであり、壁面・底面ともに凹凸が著しい。Ｂ

は南北の長さ１．１ｍ、幅が６０㎝、深さは８０㎝となる。Ｃは、Ｄ底面近くで検出した土坑で、長さ１．２ｍ

以上、幅８０㎝の楕円形を呈する。深さは僅か１５㎝程（１０層）であるが、底面は平坦に形成される。Ｄ

は南北の長さが３．１ｍ、深さ５０～８０㎝であり、Ａ程ではないが、壁面・底面ともに凹凸が見られる。

堆積層中位の２層には十和田ａ火山灰が観察される。Ｅは径が５０～６０㎝程の不整形を呈する焼土遺構

（５層）であり、Ｄの７層堆積面上に分布する。

本竪穴の遺物（第３２図）は、主にＤの１層内から須恵器坏（１）・甕（２・３）、土師器坏・甕、

瓦（４・５）が出土した。１は底部に「舎」の墨書が判読される。

ＳＮ１３８７・１３８８は、第Ⅲ層上面で確認した焼土遺構である。ＳＮ１３８７は径５０㎝程の不整円形、ＳＮ

１３８８は、長さ７５㎝、幅４０㎝の楕円形を呈する。両者は約７０㎝の間隔をおいて南北に配される。焼土面

周辺出土の遺物には、須恵器坏、土師器坏・甕がある。また両焼土内より炭化米が各１０粒程出土した。

以上の観察所見から本遺構群は、当初Ｃ土坑（深さ９０㎝位か）が存在していた箇所にＡ→Ｂ→Ｄの

土坑（土取り穴か）が掘り込まれ、Ｄを人為的に埋めた面上にＥ焼土遺構が作られる。その後、十和

田ａ火山灰の降下を迎え、埋没の最終段階に土器類が遺棄される。さらにその後、第Ⅲ層が形成され

るが、下位の土坑堆積層の影響により、やや窪地となった面にＳＮ１３８７・１３８８焼土遺構が構築された

と考えられる。

ＳＫ１４０７・１４０８・１４０９・１４５７土坑（第３０図左、図版１０）
ＳＫ１３９９の南側、Ｋトレンチ西壁に接して検出された。ＳＫ１４０９を除く３土坑は、ＳＫ１３９９と同じ

第Ⅲ層下位を掘り込み面とする。

ＳＫ１４０７は、ＳＫ１４０８を切り込んで構築される。径４０㎝程の円形を呈すると見られる。深さは７５㎝。

土師器小片が出土した。

ＳＫ１４０８は一辺が約６０ｃｍの隅丸方形を示すと思われる。深さは８５㎝に達する。ＳＫ１４０９は、地山

漸移層面上で炭化物の分布を確認したもので、規模は一辺が８０㎝程の隅丸方形となる。深さは１０㎝に

すぎない。ＳＫ１４５７は、一辺あるいは径が５５㎝を呈し、深さは７０㎝となる。

出土した遺物は、ＳＫ１４０７で土師器小片、ＳＫ１４０８では�（厚さ６㎝）、土師器坏・甕の小片がそ

れぞれ少量のみである。

以上の各遺構は、その一部のみの確認であるが、堆積土の状況から、ＳＫ１４０９を除く３基は、掘立

柱建物を構成する柱掘形の可能性がある。またＳＫ１４０８を除く３基はその底部が地山面に達していな
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い。

ＳＤ１４０４溝跡（第２９図、図版１０）
本整地面南端部、第５段整地面北端直下に位置する溝状の遺構である。当初、第Ⅲａ層下面におい

て、幅１．２ｍで東西に延びる硬化面（Ａ）を検出した。更に下層を掘り下げた結果、Ａと同一方向を

示す３列の溝（Ｂ～Ｄ）が確認された。溝Ｂ（３層）は溝Ｃ・Ｄに切られ、確認される幅は４０㎝、深

さは１５㎝程となる。溝Ｃ（２層）は溝Ｄに切られ、その幅６０㎝、深さは２５㎝である。溝Ｄ（１層）は

溝Ｂ・Ｃを掘り込んで構築される。その幅は、約１．６ｍで深さ２０㎝となる。遺物は、溝Ｄ内より須恵

器坏、土師器甕が出土した。

以上の点から、硬化面Ａは、埋没途上の溝Ｄの窪地を利用した道路跡ではないかと推定される。

ＳＤ１４５８溝跡（第２８図）
Ｍ２トレンチ、整地面南端・第Ⅲｂ層上部で検出した溝状の遺構である。幅約１．７ｍで東西に延び

る浅い溝となるが、上面が堅くしまる。層序としては、上層（ｈ層）中に十和田ａ火山灰を含むこと

から、本遺構の廃棄下限時期は１０世紀前半代となる。

本遺構は、ＳＤ１４０４ＡやＳＤ１４０５と同様に、道路跡と推測される。配置としては東隣Ｋトレンチの

ＳＤ１４０４Ａと接続していた可能性があるが、層序の詳細な検証が必要である。

なおＭ２トレンチには第Ⅲ層あるいは整地面ｈ層を掘り込み面とする小柱穴が数本確認された。径

２０㎝前後であり、埋土に火山灰が充填している。

（４）沖積地面検出の遺構と遺物
Ｋトレンチ北部・北端部（ＬＦライン以北）にあたり、標高が約３５ｍとなる。本面では外郭材木塀

跡と、溝跡２条を検出した。各遺構とも旧水田耕作面下で確認した。

ＳＡ１１００材木塀跡（第３３図）
外郭西門と北門を結ぶライン上の材木塀跡である。概ね東西方向に延びるが、西側が南（外郭西門

方向）を向き、Ｗ－１５°－Ｓとなる。材木塀列は３条確認された、過去の調査成果から、北側が“外

郭線Ａ期”（創建段階）で、最も南が“外郭線Ｄ期”となる。３列のうち、１列目と２列目の間が空

閑帯となっていることから、Ｂ期は抜かれており、確認できた３列はＡ・Ｃ・Ｄ期の材木と考えるこ

とができる。各期の材木は、遺存状態の良好な個体で計測して、Ａ期が３０㎝×２５㎝程、Ｃ期が３０㎝×

２０㎝、Ｄ期には２０～２５㎝×１５㎝となる。材上端部の検出のみに留めたため、下部の様相は明らかにで

きなかった。今回の調査地点において、時期の特定可能な遺物の出土はなかったものの、年輪年代測

定を援用すると、Ａ期が８０１年、Ｃ期が９０７年、Ｄ期９１７＋α年と
（註２）
なる。

ＳＤ１４４６溝跡（第３３・３４図）
ＳＡ１１００材木塀跡の北側約６ｍに位置する溝跡である。その軸線方向は、ＳＡ１１００と同一となる。

上面幅は２．３ｍ程であるが、溝南端を現代の暗渠（土管）溝（４層）により削平され不明確である。

確認面からの深さは６５㎝であり、埋土中位（５層）には十和田ａ火山灰が帯状に入る。

遺物（第３４図）は底面直上（６層）より、数多くの木製品・木片と１片の平瓦（２）が出土した。

１は一木作りの連歯下駄であり、歯部の側面が台形状を示す。

ＳＤ１３９５溝跡（第３０図右、図版１１）

第３章 第１２１次調査の概要

－５３－



第３３図 ＳＡ１１００材木塀跡・ＳＤ１４４６溝跡

Ｓ
Ｄ１４４６

１
：
オ
リ
ー
ブ
色
粘
質
土
（
５
Ｙ
５
／４
）
旧
水
田
耕
作
土

２
：
オ
リ
ー
ブ
褐
色
粘
質
土
（
２
．５
Ｙ
４ ／４
）

３
：
暗
渠
掘
削
（
柴
暗
渠
）

８５ウ

ウ３５
，２００
m

ＬＬ ２

ア イ Ⅰ

３
２

６

下駄１

（Ｂ）
Ａ ＤＣ

ＬＬ
５４
：
暗
渠
掘
削
（
土
管
暗
渠
）

５
：
黄
褐
色
粘
質
土
（
２
．５
Ｙ
５
／４
）
火
山
灰
を
ブ

ロ
ッ
ク
状
に
含
む

６
：
オ
リ
ー
ブ
色
粘
質
土
（
５
Ｙ
５ ／４
）

イア ＬＮ３５，５００m ＳＡ１１００ ４

ＬＮ
Ⅰ

Ⅰ エ

エＣ Ｄ（Ｂ）Ａ

８５ＳＤ１４４６

０ ２ｍ
（１：４０）

右上：ＳＤ１４４６溝跡検出状況（西→）
右下：同上（南西→）

現在の暗渠（土管、４層）が古代の溝と
同一軸線方向であることに注目

左上：ＳＡ１１００外郭材木塀跡検出状況（西→）
左下：同上（北→）

写真手前が創建段階のＡ期材木
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第３４図 ＳＤ１４４６・１３９５溝跡出土遺物

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 木製品 下駄 ＳＤ１４４６ＲＷ２ 一木作り、長さ（１３．０）、幅９．９、高さ５．０

２ 瓦 平瓦 ＳＤ１４４６ 凸面：ケズリ、凹面：布目

３ 須恵器 甕 ＳＤ１３９５ 外：平行タタキ、内：青海波アテ具 （５．４）

１

２
１・２：ＳＤ１４４６
３：ＳＤ１３９５

０ １０㎝
（１：２．５）

３

ＳＫ１３９９
１：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）地山粒子少量含む
２：にぶい黄橙色火山灰ブロック（１０ＹＲ６／４）
３：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）地山粒子少量含む
４：にぶい黄褐色シルト質土（１０ＹＲ５／３）地山粒子斑状にやや多く含む
５：暗褐色焼土（７．５ＹＲ３／４）ＳＮ１３９９Ｅ焼土面
６：にぶい黄褐色シルト質土（１０ＹＲ４／３）地山粒子やや多く含む
７：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）地山粒子やや多く含む
８：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）地山粒子少量含む
９：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）地山粒子少量含む
１０：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）地山粒子含まず
１１：褐色シルト質土（１０ＹＲ４／４）地山粒子斑状にやや多く含む
１２：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）地山粒子少量含む
１３：褐色シルト質土（１０ＹＲ４／４）地山粒子やや多く含む
１４：にぶい黄褐色シルト質土（１０ＹＲ４／３）
１５：褐色粘質土（１０ＹＲ４／４）締まり弱、地山の二次堆積層
１６：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）地山粒子少量含む
１７：褐色粘質土（１０ＹＲ４／６）締まり弱、地山の二次堆積層

ＳＮ１３８７・１３８８焼土遺構
焼土面色調：赤褐色（５ＹＲ４／８）

ＳＤ１３９５
Ｆ：黒色泥炭土（１０ＹＲ１．７／１）河川・泥炭層、漆黒色を呈する
Ｇ：明青灰粘土（５Ｂ７／１）地山粘土の盛土層、純層に近い
Ｈ：黄橙色粘土（１０ＹＲ７／８）地山粘土の盛土層、純層に近い
１：にぶい黄橙色シルト質土（１０ＹＲ６／４）火山灰二次堆積層
２：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）
３：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）
４：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）
５：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
６：にぶい黄褐色粘質土（１０ＹＲ４／３）
７：灰黄褐色粘質土（１０ＹＲ４／２）

ＳＤ１３９７・ＳＫ１４０２周辺
Ａ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）
Ｂ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）
Ｃ：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／３）
Ｄ：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
Ｅ：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／４）
８：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）
９：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／３）
１０：暗褐色シルト質土（１０ＹＲ３／３）
１１：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）
※Ａ～Ｅ層は第Ⅲ層由来の盛土層か
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ＳＡ１１００材木塀跡の南側約１６ｍに位置する東西方向の溝跡である。遺構確認段階では、幅が５ｍ程

の溝あるいは堀と見ていたが、土層断面の観察により、河川あるいは湿地を粘質土で埋めた後に幅２．

４ｍ規模の溝を構築していることが判明した。それは次のように復元される。漆黒色を呈する泥炭質

土（ｆ層）が河川・湿地由来の堆積層と考えられる。確認した層厚は１ｍに達する。ここに明青灰粘

土（ｇ層）と黄橙色粘土（ｈ層）を最大で８０ｃｍ厚に盛り上げ整地する。ｇ・ｈ層とも混入物の極端

に少ない粘質土（地山粘土）の純層である。そしてこの整地面を掘り込み面として溝が構築される。

ＳＤ１３９５は、深さが６０㎝となり、堆積層は７層に分層される。４層は３層が堆積後に掘り込まれた小

柱穴埋土である。最上層（１層）には、十和田ａ火山灰を含む帯状堆積層が観察される。

また溝内の北側には柱（栗材か、径２０㎝×長さ約８０㎝）が一本打ち込まれていたが、これが本溝に

伴う柱か、あるいは全く別の施設物の柱となるのかは不明である。

遺物は、須恵器坏・甕（第３４図３）、土師器坏が少量出土した。

３ 中世の検出遺構と遺物
中世期に構築された施設は、層序・出土遺物から判断して、次の７遺構が該当する。空堀１条、竪

穴状遺構２基、土坑３基、道路状遺構１条であり、いずれも古代の第２段整地層面に形成される。

ＳＤ８７７空堀跡（第２１・３５図、図版１２）
Ｐトレンチ西端部で検出した空堀跡である。軸線をＮ－Ｓにとり、その上幅は１．８～２．１５ｍである。

確認された長さは、トレンチ幅分の６．８ｍであり、南と北それぞれ調査区外に延びる。一部掘り下げ

た箇所での深さは８０ｃｍ程となり、断面形状は逆台形を示す。

堆積土内の出土遺物（第３６図）は、須恵器系陶器壺・甕と土師器・須恵器破片、瓦がある。１はＳ

Ｋ１４２６出土破片と接合し、３はＳＫ１４１８ＢとＳＤ１３２５確認面（昨年度出土）を含む３遺構出土破片が

接合したものである。

本遺構は、長森丘陵部西側を大きく囲むＳＤ８７７空堀跡の東辺北側に位置する。ＳＤ８７７は、第８１次

調査（平成元年度）時の検出を端緒として、次いで第１１７次調査（平成１２年度）、第１１９次調査（平成

１３年度）の蓄積を経て、幅２ｍ程の空堀が東西・南北とも８０ｍ程の歪な方形を呈して巡ることが判明

した。今回の検出を受け、同空堀での不明瞭な箇所は、北東・北西隅部の位置を残すのみとなった。

なおＳＤ８７７の南西側（Ｊ１トレンチ）に位置するＳＤ１３２５溝状遺構の最上層には、空堀西側に存

在したであろうＳＦ１３００土塁盛土（粘土層、１層）が観察された。粘土層の平面分布から、この箇所

における土塁の基底幅は３ｍかこれ以上と推測される（第３５図トーン添付箇所参照）。

ＳＫＩ１４１７・１４１９竪穴状遺構（第３５・３６図）
Ｒトレンチ南東部、第Ⅱ層面で確認した。精査の結果、北東から南西方向に延びる二つの竪穴壁立

ち上がりを見いだしたものの、その他の様相は明らかにできなかった。

ＳＫＩ１４１７は、東側でＳＫＩ１４１９と、西側でＳＫ１４１８Ｂと重複するが、新旧関係は不明である。竪

穴は、長さが２ｍ程の南側壁と、南東隅部を検出した。壁高は約３０㎝となる。遺物は推定竪穴内の床

面直上より須恵器系陶器壺（５）と砥石、鉄滓が出土した。

ＳＫＩ１４１９は、ＳＫＩ１４１７南東隅部の北東側に隣接するが、重複の有無、新旧は不明である。本竪

穴は南西隅部とここから北東に延びる３．２ｍ程の壁立ち上がりを確認したに留まる。壁高は１５～２５㎝
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第３５図 中世の検出遺構配置図
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２．５ｍ００２ （１：１００）硬化面（道路状遺構）

土塁盛土（一部推定）

ＳＤ８７７
１：にぶい黄褐色シルト質土（１０ＹＲ４／３）堅く締まる、地山粘土少量含む
２：灰黄褐色シルト質土（１０ＹＲ４／２）堅く締まる、地山粘土少量含む
３：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／４）地山粘土ブロックをやや多く含む
４：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／３）地山粘土ブロックをやや多く含む
５：褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／４）締まりやや弱、地山粘土ブロックを多く含む
６：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）締まり弱
７：褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／４）
※３～５層は人為堆積層か

ＳＤ１３２５
１：褐色粘土（１０ＹＲ４／６）ＳＦ１３００土塁盛土
２：褐色粘土（１０ＹＲ４／４）ＳＦ１３００土塁盛土
３：にぶい黄褐色シルト質粘土（１０ＹＲ４／３）地山粘土を多く含む、土塁盛土最下層か
４：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）地山粒子・炭化物少量含む
５：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／１）地山粒子・炭化物少量含む
６：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）地山粒子をやや多く含む
７：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／３）地山粘土を多く含む

ＳＫ１４１８Ａ・Ｂ
１：黒色シルト質土（１０ＹＲ２／１）上面堅く締まる
２：暗褐色シルト質粘土（１０ＹＲ３／３）地山粘土小ブロックやや多く含む
３：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ２／２）地山粒子・炭化物ごく少量含む
４：褐色粘土（１０ＹＲ４／４）地山粘土二次堆積層、堅く締まる
５：黒褐色シルト質土（１０ＹＲ３／２）地山粒子・炭化物少量含む

０３

SM１４５２
Ｑトレンチ

０４

０５

０６

Ｓトレンチ

０７
５ｍ０

ＪＴ ＪＳ ＪＲＫＡ

第３章 第１２１次調査の概要

－５７－



第３６図 中世の遺構内出土遺物

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１ 陶器 壺 ＳＤ８７７＋ＳＫ１４２６ 内外：ロクロ調整、底：砂底→×印刻文、器面あばた状に剥落 １４．８（８．１）

２ 砥石 ＳＫ１４１８Ｂ 長さ（６．６）×幅３．７×厚さ２．０、重量４８．８g

３ 陶器 大甕 ＳＫ１４１８Ｂ＋ＳＤ８７７＋ＳＤ１３２５ 外：ロクロ成形→櫛目状の平行タタキ、内：ロクロ→素文アテ具 （１２．９）

４ 陶器 壺 ＳＫ１４１８Ｂ 内外：ロクロ成形、ロクロの凹凸が顕著 （１９．４）

５ 陶器 甕 ＳＫＩ１４１７ 内外：ロクロ成形 （１２．４）

２１

３

５

１０㎝０
（１：２．５）

４
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である。遺物は須恵器坏・甕、鉄滓など少量出土したが、本竪穴の堆積土質がＳＫＩ１４１７と酷似する

点と両者の配置から当該期に含めた。

ＳＫ１４１８Ａ・Ｂ土坑（第３５・３６図）
Ｒトレンチ南端部、第Ⅱ層面下で確認したが、遺構南端は調査区外に延びる。両土坑は重複するも

のの、新旧関係は明確ではない。これは両者の上位にＳＭ１４５２道路状遺構が構築されたことに伴う堆

積土の沈下等によると思われる。

ＳＫ１４１８Ａは東西１．６ｍ、南北は０．８ｍ以上の円あるいは楕円形を呈する。ＳＭ１４５２から土坑底面ま

では１０㎝程の深さとなる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１４１８Ｂは、１４１８Ａの東側に位置し、更にその東ではＳＫＩ１４１７と重複する位置関係にある。現

状での規模は東西が約２ｍ、南北は１．６ｍの円を基調とする形状と考えられる。底部直上より須恵器

系陶器壺・甕（３・４）が出土した。

ＳＫ１４２６土坑（第３５・３６図）
Ｏトレンチ中央部、第Ⅱ層面で確認した。ＳＤ１４１０、ＳＫ１４２５を切り込んで構築されるが、遺構東

側は調査区外に及ぶ。規模は、南北の長さが２．１ｍ、東西１．８ｍ程となり、ＳＫ１４１８Ｂと法量・形状が

類似する。深さは約４５㎝となる。

遺物は底面直上より須恵器系陶器壺（１）、堆積土中より須恵器甕、土師器坏、砥石（２）、鉄滓が

出土した。

ＳＭ１４５２道路状遺構（第３５図）
Ｒトレンチ南端部からＳトレンチ西側まで東西に延びる硬化面を検出した。Ｒトレンチ南西端部を

精査した結果、中世の堆積層である第Ⅱ層下面に硬化面が位置することが明確となり、当該時期と判

断した（第３５図Ｅ－Ｆ間土層、→部）。ただ中世の遺構であるＳＫ１４１８Ａ・１４１８Ｂ・１４２６土坑の上位

に硬化面が通ることから、これら遺構群よりは後出となる。その幅は１．１ｍ前後であり、下部への掘

り込みはない。長さは約２１ｍに達する。

４ 縄文時代の検出遺構
縄文時代と判断される遺構は、溝状遺構７基であり、いわゆる陥し穴と考えられる。遺構構築面は、

地山漸移層（第Ⅳ層）となる。遺構内から遺物は出土しなかった。

ＳＫＴ１３９８溝状遺構（第３０図右、図版１１）
Ｋトレンチ北部（第６段整地面北端部）に位置する。規模は長さ３．１ｍ、幅２５㎝、深さ７０㎝であり、

軸線方向はＮ－４５°－Ｗとなる。

ＳＫＴ１４５０溝状遺構（第２９図）
Ｋトレンチ南部（第４段整地面）に位置する。遺構の西側を確認したに留まり、現況での長さ１．５

ｍ、幅４０㎝、軸線方向はＮ－３６°－Ｅとなる。

ＳＫＴ１４０３溝状遺構（第２８図）
Ｍ２トレンチ南部（第４段整地面）に位置する。規模は長さ３．４ｍ、幅２５㎝、深さ７５㎝であり、軸

線方向はＷ－Ｅとなる。

ＳＫＴ１４１１溝状遺構（第２１図）
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第３７図 近代の検出遺構配置図

ＫＢ
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上：ＳＭ１３９０轍跡（北西→）
Ｐトレンチ第Ⅱ層
面での轍の確認状況

下：同上（東→）
東端の轍跡は表土
直下で確認される
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Ｍ１トレンチ東側拡張区（第２段整地面）に位置する。遺構の西側を確認したに留まり、現況での

長さ１．７ｍ、幅４０㎝、軸線方向はＮ－５５°－Ｅとなる。

ＳＫＴ１４２１溝状遺構（第２１図）
Ｊ１トレンチ北東部（第２段整地面）に位置する。規模は長さ２．８５ｍ、幅２５㎝、深さ約８０㎝であり、

軸線方向はＮ－１０°－Ｗとなる。

ＳＫＴ１４２２溝状遺構（第１１図）
Ｒトレンチ南東部（第２段整地面）に位置する。プランを確認したに留まり、長さ３．０５ｍ、幅２５㎝、

軸線方向はＮ－３°－Ｗとなる。

ＳＫＴ１４４７溝状遺構（第８図）
Ｓトレンチ北東部（第２段整地面）に位置する。遺構の南側を確認したに留まり、現況での長さは

２．７ｍ、幅４０㎝、深さは約１ｍ、軸線方向はＮ－３０°－Ｅとなる。

５ 近代の遺構
近代と考えられる遺構は、表土層面あるいはその直下で確認した轍跡が挙げられる。

ＳＭ１３９０轍跡（第３７図）
古代の第２段整地層面において、２本一組の溝状遺構を確認した。１本の溝幅は１５㎝前後で、両者

が約１．２５ｍの等間隔を保ち、西北西－東南東方向に約４３ｍ延びる。溝は部分的に３～４条となる箇所

もあり、少なくとも２系統の組があったことになる。溝は各トレンチで古代の遺構を切り込んで通過

しており、溝間が非常に堅く締まっている。このことから当初は中世以降の道路跡かと考えた。しか

し幅が狭いことと、溝の東端が長森丘陵部北側で大きく土取りされている箇所に向かうことから、次

の仮説に行き着いた。

奥羽三大地主の一つに数えられる池田家は、明治４３年に払田・真山の麓に分家
（註３）
するが、その邸宅造

成時に多量の土（壁土）を長森から採取したとされる。現在残る土取跡がその時期の痕跡とすれば、

２本の溝は土を運んだ馬車の轍跡ではないか、となる。

６ 遺構外出土遺物（第３８～４１図）
遺構外出土の遺物は、古代・中世・縄文時代の各時期がある。

（１）古代
確認された器種は、須恵器坏（１～４）・台付坏・蓋（５・６）・壺（７）・甕（８・９）、土師

器坏（１０・１１）・台付皿（１２）・甕・鍋。土製品では、�（１３）・坩堝（１４）・羽口（１５）・皿（１６）

が、石製品では砥石（１７）・紡錘車（１８）・円盤状石製品（１９）・碁石（黒：２０）。及び瓦（２１～２５）

がある。また銅滓や鉄滓も出土した。

１はＳＩ１４０１の北側、２はＭ２トレンチ第６段整地層Ⅲ層出土である。２の底面には「成」墨書が

認められる。３～５はＰトレンチＳＮ１３９１・１３９２に隣接する北側出土である。７は底面に菊花状のケ

ズリが見られる。１１・１２はＳトレンチ第Ⅲ層出土であり、１２はＳＫ１４３７の北６０㎝の地点で確認されて

いる。１３・１７はＲトレンチの南西部第Ⅲ層出土である。この区域では明確な遺構の検出はなかったも

のの、北西側に位置するＳＫＩ１４３０で多く出土している�などが見られることから、ＳＫＩ１４３０と関
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連をもつ場とも想定できるかもしれない。

１４はＳトレンチ東側出土の坩堝である。その他、数点の坩堝と判断される小破片がＳ・Ｑトレンチ

から出土している。１６は須恵質・厚手の皿である。一見すると台付壺の高台部を再加工しているよう

である。１８はＳトレンチ出土の石製紡錘車であり、半欠品である。２０はＲトレンチＳＫＩ１４１６北側の

第Ⅳ層面出土の碁石（黒）である。ただこの位置は、近世の轍跡と重複する近辺にあたり、溝状の轍

を除去した後の面での確認ではあるものの、古代以降の混入の可能性も排除できない。

２１は払田柵跡特有の渦巻文平瓦である。２２・２３は正格子目の平瓦、２５・２５は凸面に丁寧なケズリ・

ナデの施される丸瓦である。平瓦が黄褐色系の色調で焼成がやや甘いのに対し、丸瓦は灰青色の還元

色を示し焼成良好・緻密となる。

銅滓は、Ｓトレンチ東側・第Ⅲ層出土であり、長さ４．７㎝×幅１．５㎝×厚さ０．８㎝の棒状を示す。重

量は１２．９ｇである（第４１図下写真）。

鉄滓は各トレンチから出土しているが、Ｓ・Ｑトレンチを除くと他トレンチでは重量５００ｇ未満と

なる。Ｊ１・Ｋ・Ｒは４０ｇ台、Ｎが約１１０ｇ、Ｏ・Ｐ・Ｕが２５０ｇ前後、Ｍが約４５０ｇである。

（２）中世
当該期の遺物は、須恵器系の壺（２６）・擂鉢（２７・２８）と瓷器系の灰釉端反皿（２９）がある。２７は

Ｋトレンチ第６段整地層第Ⅱ層出土、２８はＲトレンチ出土であるが、昨年度のＪ１トレンチ出土破片

と接合した個体である。２９は、Ｋトレンチ北部、ＳＤ１３９５上部の表土層直下出土となる。

その他、細片のため図示しなかったが、Ｒトレンチ第Ⅰ層より白磁碗、Ｍ２・Ｐトレンチ第Ⅰ層か

ら青磁碗が各１点出土した。

（３）縄文時代
縄文時代の遺物は、前期後葉段階の土器片（３０）が数点と有孔石製品（３１）が１点ある。いずれも

Ｑトレンチ内出土である。その他、表面採集資料では石鏃や磨製石斧片も得られている。

第３節 小結

第１２１次調査において検出した遺構は、縄文時代・古代・中世・近代の各時期に及ぶ。

中世の遺構は、過年度の成果を踏まえ、主に１３世紀代（珠洲Ⅱ期相当）の構築と推測される。ただ

本年度１点出土した瓷器系（瀬戸美濃）陶器は１６世紀代と見られる。

縄文時代では、遺構内出土遺物がなく、陥し穴の構築時期は不明である。遺構外の遺物には前期後

葉段階の土器片が出土している。

近代では、前節の仮説が正しいとすれば、２本一組の溝は、明治末期の馬車轍跡となろう。

以下、本節では古代の検出遺構と遺物について昨年度までの蓄積を交えてまとめる。

１ 第１段整地面の遺構と性格
標高４２～４３．５ｍラインにあたる第１段整地面には、本年度まで計７本のトレンチが入れられたこと

になる。西側よりＢ・Ｈ１・Ｕ・Ｉ１・Ｑ・Ｏ・Ｊ１トレンチである。Ｂが第１１７次、Ｈ１・Ｉ１・

Ｊ１が第１１９次となる。本面の状況は３カ年の調査により、次のように整理される。
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第３８図 遺構外出土遺物（１）

２１ ３

４

５

７

６

８

９
０ １０㎝（１：２．５）（遺物観察表は第４１図下に掲載）
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第３９図 遺構外出土遺物（２）

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

１０ 土師器 坏 Ｍ１トレンチⅢ層 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り １３．０ ５．８ ３．９ ０．４５ ３０．０ ３６

１１ 土師器 坏 Ｓトレンチ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り １２．７ ５．５ ３．７ ０．４３ ２９．１ ３６

１２ 土師器 台付皿 Ｓトレンチ 内外：ロクロ調整、底：回転糸切り→付高台、内面煤付着 １２．８（６．２）（２．６）

１３ 土製品 � ＲトレンチⅢ層 長さ（１０．０）×幅（１４．６）×厚さ８．１

１４ 坩堝 Ｓトレンチ 厚さ１．９㎝、緑青付着

１５ 羽口 Ｏトレンチ 推定内径２㎝

１６ 土製品 皿 Ｒトレンチ 須恵質 ８．４ ６．０ ２．０

１７ 砥石 Ｒトレンチ 長さ（１１．８）×幅５．８×厚さ３．２、重量３０９．６ｇ

１８ 石製品 紡錘車 Ｓトレンチ 推定径３．７×厚さ１．８

１９ 石製品 円盤状 Ｏトレンチ 径４．４×厚さ２．１、重量３５ｇ

２０ 石製品 碁石 Ｒトレンチ 黒石、径２．１、厚さ０．５、重量３．２ｇ

１２
１１１０

１４

１３

１５ １７

１０㎝０
（１：３）

１３のみ

２０

１８
１９

１０㎝０ （１：２．５）

１６
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第４０図 遺構外出土遺物（３）

２１

２４

２２

２５
（遺物観察表は第４１図下に掲載）

２３０ １０㎝
（１：３）
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第４１図 遺構外出土遺物（４）

番号 種別 器形 出土位置・層位 特 徴 口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

底径
指数

高径
指数 外傾度

３８－１ 須恵器 坏 Ｍ１トレンチⅢ層 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １３．３ ７．０ ３．４ ０．５３ ２５．６ ３５

２ 須恵器 坏 Ｍ２トレンチⅢ層 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り→「成」墨書、火だすき痕あり ７．４（３．１）

３ 須恵器 坏 ＰトレンチⅢ層 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １１．８ ６．８ ３．７ ０．５８ ３１．４ ２５

４ 須恵器 坏 ＰトレンチⅢ層 内外：ロクロ調整、底：回転ヘラ切り １５．０ ８．７ ４．５ ０．５８ ３０．０ ３２

５ 須恵器 蓋 ＰトレンチⅢ層 内外：ロクロ調整、天井部ケズリ （２．７）

６ 須恵器 蓋 Ｉ２トレンチ 内外：ロクロ調整、天井部ケズリ １３．０ （２．８）

７ 須恵器 壺 ＫトレンチⅢ層 内外：ロクロ調整、底部菊花状ケズリ→付高台 １２．６（１０．５）

８ 須恵器 甕 ＲトレンチⅢ層 外：平行タタキ、内：原体不明アテ具 （７．１）

９ 須恵器 甕 ＲトレンチⅢ層 外：平行タタキ、内：青海波アテ具 （１３．７）

４０－２１ 瓦 平瓦 表面採集 凸面：渦巻文タタキ、凹面：布目

２２ 瓦 平瓦 Ｏトレンチ 凸面：正格子タタキ、凹面：布目

２３ 瓦 平瓦 Ｍ１トレンチⅢ層 凸面：正格子タタキ、凹面：布目

２４ 瓦 丸瓦 ＰトレンチⅢ層 凸面：ケズリ、凹面：布目

２５ 瓦 丸瓦 Ｍ２トレンチⅢ層 凸面：ケズリ、凹面：布目

４１－２６ 陶器 甕 Ｊ１トレンチ 外：平行タタキ、内：素文アテ具？ （６．５）

２７ 陶器 擂鉢 ＫトレンチⅡ層 ロクロ成形、卸目８本一組 （６．６）

２８ 陶器 擂鉢 Ｊ１・Ｒトレンチ ロクロ成形、卸目２本一組 （６．４）

２９ 陶器 灰釉端反皿 ＫトレンチⅠ層 （２．６）

３０ 縄文土器 Ｑトレンチ南 ＬＲ縄文→半載竹管による鋸歯状沈線

３１ 石製品 垂飾品 Ｑトレンチ南 上部に穿孔、長さ４．８×幅３．６×厚さ１．１、重量２２．７ｇ

２７ ２８
２６

２９

３１
０ １０㎝

（１：２．５）

３０

銅滓（Ｓトレンチ東側・第Ⅲ層出土、
長さ４．７㎝×幅１．５㎝×厚さ０．８㎝、
重量は１２．９ｇ）
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①土取り穴の計画的構築
標高４３．５ｍライン上には竪穴状の落ち込みが点在するが、これは精査の結果、土取り穴の複合体で

あった可能性が高くなった。Ｈ１トレンチのＳＫＩ１３２１、ＵトレンチのＳＫ１４３９Ａ～Ｄ、Ｉ１トレン

チのＳＫＩ１３３０の３箇所が該当し、３者は約１２．５ｍの間隔を保っている。このような構造物を等高線

に沿うように並列させた結果、現在見られる段状の整地面を生じさせたことになるので、本来的には

意図的な整地とは呼べないのかもしれない。

②鍛冶炉・炭窯と竪穴住居の構築
土取り穴の隣接地・斜面下位側には鍛冶炉・炭窯が構築される。Ｈ１トレンチでは土取り穴の北側

にＳＳ１３２０鍛冶炉が作られる。Ｉ１トレンチでは、ＳＫＩ１３３０に隣接してＳＷ１３４０炭窯とＳＳ１３５３鍛

冶炉が構築される。

また土取り穴構築ラインよりやや下位側、標高４２ｍ地点には竪穴住居が作られる。Ｑ・Ｏトレンチ

内のＳＩ１４３１である。床面直上より複数の鉄滓が出土しており、鍛冶に関連をもつ住居と推測するこ

とができる。

③本面遺構の構築時期
第１段整地面の遺構の構築時期は、遺構内の火山灰のあり方や出土遺物から判断して、９世紀代に

納まると考える。ＳＫＩ１３２１は堆積土中位に、ＳＩ１４３１はその上位にそれぞれ十和田ａ火山灰が帯状

に堆積する。またＳＩ１４３１出土遺物には、非ロクロで丸底を呈する内黒土師器坏（第６図１２）や、須

恵器にも底径の比較的大きな回転ヘラ切り坏（第５図１：底径指数０．６４など）が含まれることから、

本住居は９世紀中葉段階まで遡る。一方、第２段整地層以下の構築時期は、主として９世紀第３四半

期から１０世紀前葉あるいは、それ以降と推測される。

以上の点から、長森丘陵西側の北向き緩斜面部では、最初にＳＩ１４３１竪穴住居が構築される。ここ

を拠点として本ライン上での土取り作業が開始され、次いで鍛冶炉が機能する段階を迎えると推定で

きる。土取りされた土の搬出先・用途は今後の追跡課題である。

２ 第２段整地面の遺構と性格
（１）鍛冶工房跡
調査区西端となるＳトレンチには、鍛冶炉と掘立柱建物跡で構成される鍛冶工房が配置される。３

箇所の鍛冶工房跡を今回報告したが、Ｓトレンチ及びその周囲にはこの他に複数の鍛冶工房跡が存在

する。ただ遺構配置から見てＱトレンチ以東には作られない。また本面より下位の整地面にも構築さ

れないようである。

これら工房跡・建物は時期差はあるものの、重複関係をもつことから、構築場所について一定の強

い規制があったことが推測される。

第１鍛冶工房跡には、足入れ穴（土坑）が伴い、金床石も揃う。足入れ穴の配置を考慮すれば、本

工房は少なくとも西側には側壁板の立たない建物であったと見なければならない。立方体様の金床石

は、全６面に使用痕跡が顕著に残り、それが長期に渡ることを物語る。石は長森・基盤層の石ではな

く、河川上流域より運び込まれた安山岩と判断される。

本来床面上に置かれていたはずの金床石は、最終的に足入れ穴に遺棄される。石の下からは、半欠
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状態の須恵器坏（第１０図２）が出土した。これは９世紀第３四半期段階と考えられ、鍛冶工房の構築

時期を探る数少ない資料となる。

（２）ＳＫＩ１４３０Ａ～Ｄ竪穴状遺構
第２段整地面中央部、Ｏ・Ｑトレンチで確認したＳＫＩ１４３０Ａ～Ｄは、銅（製品）生産に係わりを

もつ工房跡と推測する。断定すべき材料には欠けるが、推測の状況証拠として次の点を掲げる。

①鉄滓・鍛造剥片の少なさ
本竪穴の西側に隣接するＳトレンチ内の鍛冶工房域では、鉄滓・鍛造剥片が出土している。例えば

第２鍛冶工房跡・ＳＳ１３９４鍛冶炉周辺では一部取り上げただけで約４㎏の鉄滓が得られている。一

方、その東側約４ｍに位置するＳＫＩ１４３０Ａ～Ｄは堆積土を土層観察ベルトを除いて全量掘りあげた

結果、約１．４㎏の鉄滓が出土した。そのうちの約９割が竪穴埋土上位にあり、床面直上出土はわずか

１４０ｇ（４点）にすぎない。また部分抽出した焼土・炭化物を含む土壌の中からは鍛造剥片は発見さ

れなかった。

②坩堝・銅滓の出土
本竪穴出土ではないが、隣接するＳ・Ｉトレンチ内より坩堝片１０数点（第１１９次分を含む）、銅滓１

点が確認された。坩堝には緑青の付着が見られることから、銅鋳造に係わる容器となる。第１１９次出

土の坩堝は、Ｓトレンチの南側・ＳＫＩ１３３０（第１段整地面Ｉ１トレンチ）や北側となる第４段整地

面・Ｉ２トレンチにある。ＳＫＩ１３３０出土例は１層内であり、遺構が埋没する最終段階で流入された

ものと考えられる。

また本竪穴内の出土遺物には、羽口片や炉壁の可能性のある小片がごく少量ながら出土している。

③�の出土とその位置
ＳＫＩ１４３０Ｄ段階の床面直上には、少なくとも４２個体の�が分布していた。いずれも二次的な火熱

を受けている。その集中する位置（炭化物の広がりＨ周辺）は、床面の中央部にあたることと、東側

壁寄りのカマド火床面と推測される焼土面（Ｅ～Ｇ）周辺には�の分布は認められない。以上の点か

ら�は、カマドを構成する部材とは考えられない。

それでは�を銅生産に係わる溶解炉の炉体とすることができるのか。炉とした場合、�以外の炉残

片（炉壁）が少なすぎる。逆に溶解炉ではないとすればどのような施設であったのかが、課題として
（註４）
残る。

本竪穴の構築時期は、底部に回転糸切り痕を留める土師器坏が主体となり、須恵器坏も回転ヘラ切

りの個体は少ない。明らかに鍛冶工房跡が構築される時期より新しく、９世紀後葉・末から１０世紀に

入る段階かもしれない。

（３）東部の遺構群と鍛冶・鋳造工房の関係
Ｊ１トレンチ以東の東部遺構群には、直接的に鍛冶・鋳造の生産施設はない。それはＪ１・Ｐトレ

ンチ内複数の焼土面周辺から鍛造剥片が認められなかったことを根拠とする。ここでは竪穴住居と掘

立柱建物が集中的に重複するが、建物が後出となる。遺物を見ると、ＳＩ１４０１竪穴住居跡の土師器坏

（第２５図１）は古手の様相を示す。１は小振りで身の深い椀状を呈する。底面には回転ヘラ切り痕を

留め、体部下半にはケズリが加えられる。この種の土器は、秋田城跡における赤褐色土器坏Ｂタイプ

とされるもので、９世紀第１四半期に編年さ
（註５）
れる。遺物は竪穴堆積土中出土であり、構築時期を示す

第３章 第１２１次調査の概要
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指標とはならないが、床面直上出土の須恵器坏（第２５図２）は、前述の第１段整地面・ＳＩ１４３１出土

須恵器坏と同時期あるいはやや後段階と見る。

以上の状況から、本区域では最初にＳＩ１４０１竪穴住居が９世紀第３四半期代に構築される。ここを

拠点として当初は西側区域に鍛冶工房を作り、生産活動を開始する。次いで９世紀末頃に中央区域に

鋳造の工房を作る。この段階で鍛冶工房と鋳造工房が同時に操業していた可能性がある。鍛冶につい

ては、第１段整地面における住居構築後の一連の動きとも結びつくのかもしれない。東部区域の住居

は次第に建物に置き換わる。その建物は火の使用を伴う場合もあるが、鍛冶工房とはならない。建物

の規模・柱掘形にはばらつきがあり、一概に規定することはできないが、桁行２間以上の建物の一部

は、工人集団を管理する何らかの施設であったと想定しておく。

今まで述べてきたように、第２段整地面には、それぞれ関連はもつものの、性質の異なる３種の施

設が並列
（註６）
する。排他的とも思える配置及び重複には、その場でなければならない規制が働いていた可

能性が強い。

３ 沖積地面の遺構
Ｋトレンチ北部では、外郭のＳＡ１１００材木塀跡と、その北と南に位置するＳＤ１４４６溝跡、ＳＤ１３９５

溝跡の３遺構を検出した。当該地区の外郭材木塀跡は、１９８２年の第５１次調査において、ボーリング探

査及び小トレンチ発掘による所在・位置確認が実施されて
（註７）
おり、今回はその追認をした形となる。材

木塀はＢ期段階の材が綺麗に抜き取られている。過去の調査において、抜き取られたＢ期材は外郭線

（Ｃ期）の南側約４．５～７．５ｍに位置する木道として使用されるが、本次調査ではその痕跡は確認でき

なか
（註８）
った。

また材木塀跡の北約６ｍに位置するＳＤ１４４６溝跡は、外郭北門及びその東に延びる材木塀列の北側

で確認されたＳＤ１１４５溝跡と同一遺構と考えられる（１９９５年の第１０３次調査）。ＳＤ１１４５は、材木塀の

北約５～１０ｍに位置し、上面幅３．５～４．３ｍ、深さ０．６～１．０ｍと報告され、埋土中位には十和田ａ火山

灰の堆積層がある。このことから今回確認した溝跡は、過去にＳＤ１１４５と登録していた溝跡の西側延

伸部と推測される。

註

１ “足入れ穴”とは鍛冶工人が鍛錬作業時の効率化を図るために足を入れる土坑を指す。県内での検出事例

は琴丘町小林遺跡にある。２０００年に発掘調査され、古代の竪穴住居跡兼鍛冶工房跡から鍛冶炉・金床石と共

に検出。時期は１０世紀代か。秋田県埋蔵文化財センター『小林遺跡発掘調査資料』２００１（平成１３年）

また隣県では岩手県宮古市島田Ⅱ遺跡にもある。

（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター『宮古市島田Ⅱ遺跡現地説明会資料』２００２（平成１４年）

２ 秋田県教育委員会「年輪年代測定」『払田柵跡Ⅱ－区画施設－』１９９９（平成１１年）

３ 鹿股壽美江「池田家」『農村の変容と農民像』１９７２（昭和４７年）古今書院

４ なお銅製品の出土例は、第８５次調査（外郭西門域）において刀柄頭が、政庁域から原形を復元し得ないも

のの各１点が報告される。前者の出土地点はＳＸ９０９焼土遺構内であり、ここは外郭西門Ⅳ期建物を構築す

る直前に行われたＳＸ９２３盛土整地地業の上に位置する。焼土はⅣ期門柱掘形により切られることから、遺

払田柵跡調査事務所年報２００２

－７０－



物が遺された時期は、１０世紀初頭から前葉の限られた時間内に納まる。また後者は形態が不整形で全体に小

気孔が見られることから銅滓の可能性がある。

秋田県教育委員会「第８５次調査」『払田柵跡－第８４～８７次調査概要－』１９９１（平成３年）

秋田県教育委員会「遺物」『払田柵跡Ⅰ－政庁跡－』１９８５（昭和６０年）

５ 秋田市「秋田城跡の発掘調査」『秋田市史 第７巻 古代史料編』２００１（平成１３年）

６ 鍛冶工房跡（建物）と鋳造工房跡（竪穴）の間に位置する南北の柱列ＳＡ１４３５・１４３６は、両者を区画する

板塀などの施設であった可能性が高い。

７ 秋田県教育委員会「第５１次調査」『払田柵跡－第４６～５２次調査概要－』１９８３（昭和５８年）

８ 外郭北門から西方向に延びるＳＸ１２０２木道は、材を３～４列並べ、幅約１．５ｍの路面としている。外郭北門

から東方向に延びるＳＸ１１８０木道は、材を３列並べ、幅１ｍ程の路面とする。両木道とも部分的ではあるが、

東西方向の主たる材木列に直交させる別の短い材を並べている。これは木道の沈下防止のためと考えられ

る。

秋田県教育委員会「外郭線」『払田柵跡Ⅱ－区画施設－』１９９９（平成１１年）

第３章 第１２１次調査の概要
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図版１

調査前の状況（東→）

調査前の状況（西→）

調査前の状況（北→）
沖積地面から第６段
敷地面を臨む
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図版２

遺構検出状況（１）
第１・２段整地面
西側、空中写真

遺構検出状況（２）
第１・２段整地面
東側、空中写真

第２段整地面遺構確認
状況（東→）
現在の道路が古代の
整地面を利用して作
られている
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図版３

ＳＩ１４３１竪穴住居跡
確認状況（北東→）
中央部の遺物は、
竪穴が廃棄された
後に入れられた

同上 略完掘（北→）

同上 カマドＢ検出の
状況（南西→）
カマド袖石と天井石
が現位置を保っていた
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図版４

ＳＷ１３４０炭窯跡
（東→）

第２段整地面・西部の
遺構群全景（北→）
第１～３鍛冶工房跡
が整然と配置

同上 第３鍛冶工房跡
（北西→）
ＳＢ１４４１建物跡と
ＳＳ１３９４鍛冶炉
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図版５

ＳＫＩ１４３０Ａ～Ｄ
竪穴状遺構確認
状況（北東→）

同上 完掘状況
（北東→）

同上 �出土状況（北→）
炭化物の広がり（Ｈ）
周辺の状況
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図版６

第２段整地面・東部の
遺構確認状況（北東→）
竪穴・土坑・建物柱
掘形等のプランが見
えだした頃に撮影

同上（南→）
建物柱掘形の柱痕跡
を確認するために
段掘り下げを実施

同上（北→）
数多くの建物柱掘形
が検出されたが撮影
段階ではその組み合
わせを明らかにでき
なかった
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図版７

ＳＩ１４０１竪穴住居跡
確認状況（北→）

同上 土層堆積状況
（西→）

同上 鉄鎌・鉄滓
出土状況（北東→）
床面上より出土
第２５図１０に掲載
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図版８

ＳＩ１４２３竪穴住居跡
略完掘状況（北→）

同上（北→）
南側壁、焼土面Ｄを臨む

ＳＫ１４４４土坑確認
状況（北→）
中央にはＳＢ１４２３
Ｐ１建物柱掘形に
より切られる
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図版９

M２トレンチにおける
整地面の状況（北西→）
左手前が第６段整地
面にあたる

同上北端部壁面の
状況（北西→）

Ｋトレンチ
ＳＫ１３９９土抗、
ＳＮ１３８７・１３８８
焼土遺構検出状況
（南東→）
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図版１０

ＳＫ１３９９土抗完掘
状況（北→）

ＳＫ１４０７～１４０９土抗
確認状況（東→）

ＳＤ１４０４溝跡
完掘状況（西→）
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図版１１

Ｋトレンチ
第６段整地面北端部の
状況（南東→）
右奥の溝がＳＤ１３９７
左手前がＳＫＴ１３９８

ＳＤ１３９５溝跡土層（西→）
写真左の白っぽく見
える部分が粘土によ
る盛土整地層、盛土
の後に溝を掘り込む

同上 溝の南側壁際に
柱が打ち込まれる（南→）
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図版１２

ＳＤ８７７空掘跡確認状況
（南東→）
建物柱掘形を切り込ん
で南北に延びる

同上 土層堆積状況
（北→）

ＳＤ１３２５溝跡土層
堆積状況（西→）
最上層がＳＦ１３００
土塁盛土の基底部
となる
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第４章 調査成果の普及と関連活動

１ 遺跡見学会の開催
『払田柵跡（第１２１次調査）遺跡見学会』 平成１４年１１月２日（土）１３時～１５時

初雪の舞うあいにくの天候ながら、県内外より８４名の見学者が来跡された。

２ 顧問会議の開催
第５５回 平成１４年１０月３１日（木）

第５６回 平成１５年３月３日（月）

３ 諸団体主催行事への協力活動
発掘調査の現場や、政庁跡、外柵南門・大路周辺地域などにおいて、下記諸団体などの遺跡視察・

研修・見学会に対し、払田柵跡の説明や調査実習・体験を実施・支援した。

秋田県埋蔵文化財センター南調査課新任職員研修（４月９日・２３日）、能代市史編纂室・能代市教

育委員会社会教育課（５月５日）、秋田市立泉小学校６年１組・２組・３組（５月７日）、かながわ考

古学同好会（５月３１日）、盛岡市教育委員会（６月１日）、NHK秋田放送局「てれびこまち」取材ス

タッフ（６月５日）、大曲小学校同期傘寿会（６月１７日）、㈱ナカノアイシステム（６月１９日）、秋田

市立明徳小学校６０期同級会（６月１９日）、パリノ・サーヴェイ㈱（６月２０日）、仙南村教育委員会（６

月２０日）、秋田県民カレッジふるさと地域学コース受講者（７月１１日）、秋田大学教育文化学部教職課

程実習（７月２９日）、市町村埋蔵文化財担当職員研修A課程（７月３１日）、秋田大学企業・行政研修（８

月５日）、男鹿市脇本城跡懇話会（８月２８日）、東京大学文学部（８月３０日）、大規模遺跡調査連絡会

ＯＢ会（９月１日）、パリノ・サーヴェイ㈱（９月１０日）、神戸山手大学人文学部（９月１０日）、雄物

川町教育委員会（９月１０日）、秋田東高校校外学習（９月２５日）、秋田県立博物館（１０月８日）、奈良

県立橿原考古学研究所（１０月２５日）、本荘市教育委員会（１１月２１日）

４ 調査報告書のデジタル化事業
秋田県教育委員会で刊行した「秋田県文化財調査報告書」のデジタル化（ＣＤに記録保存）事

業を、秋田県緊急雇用創出特別基金を活用して実施した。

名称：秋田県文化財調査報告書データベース化事業

期間：平成１４年８月１２日～平成１５年３月１４日

５ 文化財調査への協力（赤外線テレビカメラの操作・指導）
男鹿市脇本西念寺・増川八幡神社 平成１４年４月２５日

中仙町小沼神社所蔵奉納絵馬「皐月」 平成１４年７月２２日
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６ 中国研修生の受け入れ
平成１４年１０月１７日～１８日

研修生 趙 雪野（甘粛省文物考古研究所） 王 勇（甘粛省博物館歴史考古部）

研修内容 払田柵跡発掘調査実地研修

７ 新人職員研修の受け入れ
平成１４年４月２日～１５日

研修生 秋田県埋蔵文化財センター南調査課職員・非常勤職員（新人職員）

研修内容 土師器・須恵器の拓本・実測

８ 職員研修の受け入れ
平成１４年１０月９日～１１月１日

研修生 秋田県埋蔵文化財センター南調査課職員・非常勤職員

研修内容 発掘調査実地研修（第１２１次調査区内）

９ 市町村埋蔵文化財担当職員研修の受け入れ
平成１４年７月３１日

研修内容 第１２１次調査区における土層・堆積状況確認実習

１０ 平成１４年度払田柵跡調査連絡会
平成１５年３月７日（於：秋田県埋蔵文化財センター）

１１ 払田柵跡環境整備審議会（仙北町主催）への出席
平成１５年２月２８日（於：仙北町役場）

１２ 第４回東北古代土器研究会（青森大会）への出席
平成１４年７月１３日～１４日（於：青森県埋蔵文化財調査センター本館多目的室）

１３ 第３１回大規模遺跡調査連絡協議会への出席
平成１４年１１月７日～８日（於：三重県いつきのみや歴史体験館）

１４ 第２９回古代城柵官衙遺跡検討会への出席
平成１５年２月８日～９日（於：宮城県古川市グランド平成）

１５ 平成１４年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会への参加
平成１５年２月１５日～１６日（於：大曲市中央公民館）

第４章 調査成果の普及と関連活動
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１６ 報告・講演・勉強会
高橋 学「払田柵をいかに案内すべきか」 柵の案内人「ほたるの会」平成１４年度第１回学習会

平成１４年６月２６日 場所：仙北町ふれあい文化センター

高橋 学「払田柵、明らかになるその姿」秋田県民カレッジふるさと地域学コース

平成１４年７月１１日 場所：秋田県埋蔵文化財センター

高橋 学「小沼神社所蔵奉納絵馬「皐月」を赤外線カメラにより墨書文字を読む」

中仙町平成１４年度体験学習「ドンパン・サークル」（対象：中仙町内４小学校６年生）

平成１４年８月３日 場所：中仙町立豊岡公民館多目的ホール

高橋 学「十和田火山とシラス洪水がもたらしたもの」十和田湖が語る古代北奥の謎シンポジウム

平成１４年８月１０日 場所：小坂町交流センター・セパーム

高橋 学「払田柵跡とは何か」 よみがえる平安の柵 蝦夷ほたるを飛ばす会

平成１４年１０月１８日 場所：秋田県埋蔵文化財センター（対象：仙北北小・南小５・６年生）

高橋 学「払田柵跡（第１２１次調査区）で検出された鍛冶関連の遺構群」北日本の鉄研究会

平成１４年１０月２６日 場所：秋田県埋蔵文化財センター中央調査課（秋田市）

高橋 学「払田柵跡・本年度の成果について」仙北町史談会定例会

平成１４年１２月１７日 場所：秋田県埋蔵文化財センター

高橋 学「払田柵跡－平成１４年度調査概要」第２９回古代城柵官衙遺跡検討会

平成１５年２月８日 場所：宮城県古川市グランド平成

高橋 学「仙北町・千畑町払田柵跡（第１２１調査）」平成１４年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会

平成１５年２月１６日 場所：大曲市中央公民館

１７ 資料の貸し出し
岩手県水沢市埋蔵文化財調査センター『胆沢城－蝦夷交流の舞台』

胆沢城造営１２００年記念特別企画展 平成１４年８月１０日～９月２９日

貸し出し資料：墨書土器（須恵器高台付坏・底部に「夷」カ）第１０７次調査区出土

１８ 史跡払田柵跡の現状変更
当事務所では、史跡の管理団体である仙北町と協議・協力の上で遺構と歴史的景観の保護に努めて

いる。しかしながら、やむなく史跡内の現状を変更する場合には、申請者及び関係機関と遺跡保護の

ための協議を重ね、遺跡への影響がない範囲で最小限の現状変更に伴う調査を仙北町と行っている。

平成１４年度の現状変更申請は下記の３件（建物改築・住宅改築・道路舗装）であった。いずれも地

下の遺構等に影響を及ぼす掘削ではなく、工事に伴う立会調査を行い、記録を残した。

番号 申請者 ／申請地 ／現状変更の理由／対 応

１ 戸澤 成章／千畑町本堂城回字百目木１０６／建物改築 ／工事立会（４月３～５日）

２ 越後谷哲也／仙北町払田字真山７ ／住宅改築 ／工事立会（６月１７日）

３ 千畑町 ／千畑町本堂城回字百目木 ／道路舗装 ／工事立会（３月１３日）

払田柵跡調査事務所年報２００２
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